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序 文

この報告書は，鹿児島県教育委員会が，新奄美空港建設に先だっ

て，昭和57年度から59年度にかけて実施した長浜金久遺跡の発掘調

査の記録です。

長浜金久遺跡は，南西諸島に多くみられる砂丘遺跡の一つで，縄

文時代，弥生～占墳時代，奈良～平安時代に相当する三つの時代の

遺跡がある複合遺跡で，縄文時代の住居跡，弥生時代の人骨，大鼠

の貝殻や貝製品など，地域的特色を示す遺物などが多数発見されま

した。

本書ふ南西諸島の先史・古代史の解明に貴重な手がかりを提供

することができると考えます。

本書を，地域の歴史研究や，文化財の保護のために活用していた

だければ幸いです。

終わりに，この発掘調査に終始御協力くださった県土木部空港対

策室，大島支庁・港湾課，笠利町教育委員会並びに地元の皆さんに

心から惑謝いたします。

昭和60年3月

鹿児島県教育委員会

教育長山田克穂
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例 言

1 . この報告内は新奄芙空港建設事業に伴う長浜金久遺跡の発掘，，/,訂j荏恨；i;-,t}である

2 . 発掘調査は鹿児島県土木部空港対策室の依頼で鹿児島県教育委員会が行ったぅ

3. 本書で用いたレベル数値は海抜絶対高である。

4. 本遺跡調査においては梅光女学院大学教授国分直ー氏．鹿児島県考古学会々長びHl貞徳氏

の指導助占を得た。

5 . 放射性炭素測定においては京都産業大学理学祁教授1l1田冶氏に依柏した

6 . 人骨の取り上けおよび所兄については鹿児島大学歯学部教授小片丘彦氏と長崎大学医学部

講師松下孝幸氏に依頓しだ。

7 . 獣骨の同定および所見については鹿児島大学農学部助教授西中川駿氏に依頼したっ

8. 魚骨の同定および所兄については鹿児島大学水産学部講師［）り宮明彦氏に依頼した

9 . 貝殻の同定については宮之城中学校教諭行田義—：氏に依頼した。

10. 実測． トレース，挿図・図版作成，写真撮影については弥栄・青崎・牛ノ浜・長野・常込

峯崎が行い．編巣は弥栄が行っだ。執筆分担は次のとおりである。

第 I • Il ・ III • J¥: ・ V 章 . V1 章 1 ) ・・・・・・・・・・・・・・・弥

第 l邸第 2節 2-1) ................................. 青

第,1絃2-1) .......................................... ,」、

2) .......................................... 分

3) .......................................... 松

3 .......................................... 松

4 .......................................... 四

5 ........................................ ・・行

栄 クヽ 、士じヽ

崎 和寮

片丘彦他

部哲秋

F 孝店

元光春他

'/匂明彦

田義
一~

--
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第l章調査の経過 l 経過

第 I章 調査経過

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県は大島郡笠利町万屋・和野地区に新奄芙空港の建設を計画し，その建設用地内に周

知の坪蔵文化財包蔵地が所在することから．県土木部空港対策室からその取り扱いについて県

教育委員会文化課に協議があったので試掘調査を行ない 2ヶ所の遺跡を確認した。そして空港

対策室と再協壌し，—音じの現状保存と記録保存を行うため本調査にはいった。

第 1次調査は確認をtとして行ない昭和58年 1月24日より 2月12日まで現場調査を行ない，

第 l遺跡と第 II遺跡の確認をみる。第 II次調査は第 1次調査をうけて全血調査に賠和58年10月

12日-58年12月26日まで行なったが遺跡が拡大したので第1II次調査として残りの全面調査を行

なった。第 l遺跡は全而記録が終了しだなお第 II遺跡は住居址を含め現状保存が得られ，空

港の緑地帯となる計画である。また，今回の調査で第1II遺跡が確認され調査の必要があること

が確認された。

第 2節調査の組織と経過

1 . 調査の組織

調査主体者鹿児島県教育委員会教育庁 山田克穂

調査責任者鹿児島県教育庁文化課 諜 長猿渡1芙昭（昭和57年・ 58年度）

ク ヶ 桑原一廣（昭和59年度）

ク 課長補佐本田武郎（昭和57年・ 58年度）
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第 I章調査の経過 l 経過

昭和58年 1月24日より，昭和58年 2月12日まで現場調査を行ない，昭和58年 2月14日より，

昭和58年 3月31日まで整理作業を行う。

日誌抄による経過………現場作業は 1週間単位で．整埋作業はひとまとめに記す。

昭和58年10月11日（火） -15日（土）

調査開始が11日で長浜金久第 l遺跡からはじめる。第 II次調査の開始。

A-G-17-22区の表土剥ぎを行い， A-G-9-16区， A-E-4-8図と進む。 A-E

-4-8区には貝殻隼中箇所が 4ヶ所検出される。 A-G-9-16区には貝製容器や螺蓋利岱の

他にヤコウガイ・シャコカイ・マガキガイが多景に検出，また土器片も検出，貝殻集中箇所は砂丘

の項上部より海岸へ傾斜して検出される。

10月17日（月）-22日（土）

A-G-9-16区と A-G-17-22区を行う。貝殻の検出作業と表士剥ぎが主体となる。ユ

ンボで表士剥ぎを行ったが現地表面下約 7m下まで掘り下げた。ここは端岸よりの所で旧砂丘

がここまであったことが判明した。 A-G-17-22区の清掃作業の後，写真撮影を行う。 A-

G-9 -16区はん実測へはいる。また22日に長浜金久第 II地点の表士剥ぎにかかる。

10月24日（月）-29日(t)

長浜金久第 l遺跡は A-G-9-16区のん実測， A-G-17-22区の実澗のための遺物検出

作業， A-G-17-22区， A-E-4-9区の割り付け作業を行う。長浜金久第1II遺物は土拡

検出後図面：写真撮影し掘りドげを行い，貝塚の一部まで調査を行う，貝殻・獣骨等が検出ぃ

10月30日（月）-11月 5日山

11月3日（木）は現場作業休止，遺跡が指定以外に拡がるため文化課と空港対策室と協議を始め

る。長浜金久第 I遺跡は A-G-9-16区に於いては実測のための遺物検出作業とわ実洞他は

実測のための遺物検出作業，地形測量を行う。長浜金久第 II遺跡は第 I次調査よりも拡張する

ため伐採作業と拡張区の表土剥ぎを行う。

11月7日（月）-11月12日（土）

長浜金久第 I遺跡は A-G-9-16区のわ実測，実測のための遺物検出作業。地形測量を，

A-G-18-22区のわ実測， 9月と 10日にヘラ状鉄製品と鉄製つりばりが出土。長浜金久第 II

遺跡は拡張区の表土剥ぎと遺物検出作業を行う。

11月15日伏）-11月19日（上）

長浜金久第 I遺跡は A-G-9-16区と A-G-17-22区のわ実測と全区の遺物検出作業

A-E-4-8区の掘り下げくう長浜金久第 I遺跡は第 1次調査（試掘）で指定範囲された以外

に広がるため文化課と空港対策室と協議し，試掘調査した地域の再度トレンチを入れ遺跡の範

囲確認作業を行うことを決定。そして範囲の再確認と来年度で完全掘りすることになる。この原

因としては試掘時の深掘りが砂丘のため限界があり， 5-7mまで掘れなかったためである。ま

ず 8列に海岸まで幅 4mのトレンチを人れる。長浜金久第 II遵跡は写真撮影のための清掃と写

真撮影を行う。
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第I草詞査の経過 l 経過

11月21日（月）-11月26日(t)

長浜金久第 I遺跡は A-G-9-22区のん実測と実測のための遺物検出作業<、 A-E-4-

8区の遺物検出作業。長浜金久第 1I遺跡1よ士手の作業。

11月28日（月）-12月3f:J(土）

長浜金久第 l遺跡は A-G-9-22区のわ実測と実測のための遺物検出作業, A-E-4-

8区の遺物検出作業C 9列の上手の遺物検出 C 16列の土手の遺物検出, 9・16列の断面図作成，、

12月5日（月）-12月10t:!(t) 

全区のわ実測c A-G-9-22LX. のん実測。遺物取り上げ,,遠影写真撮影。

12月12日（月1-12月16日（金）

長浜金久第 l遺跡は全区に於いて遺物取り上けを行い A-E-4-8区においてはんの実測

を行〗長浜金久第 1I 遺跡は実測のための遺物検出とん実測，地形測鼠を行うっ

12月19日（月）-12月26日（月）

長浜金久第 I遺跡は A-G-4-16区におけるん実測終了後，遺物取り 1:ltを行う。長浜金久

第1I遺跡はわ実測後遺物取り上げ遺構検出を行うこそして土塙と住居址の検出を見る。住居址

の写真，実測を行い埋めもどす。土層断面図作成。本年度の現場作業を25日で終了し， 26日に

帰鹿。

昭和59年 1月5日（木）-3月31日(JJ

整理作業は文化課の収蔵庫で行う。土器洗い，図面整理を行い概報を作成する。 3月31日に

概報の印刷製本ができあがる c

長浜金久第 I・II遺跡の第 3次調査

昭和59年 4月4日（水1-13日逢）まで収蔵庫にて整理作業を行う。

4月16日（月）-4月20日（金｝

第m次調査の現場調査を 4月16日より始める c

F・G-10・11区の表土剥ぎを行う。

4月23日（月）-4月28U(土）

G・H-15-22区の表上剥ぎを行う 3枚の包含層を確認。 16列の土層写真のための断面調

整写真撮影。

5月7日（月）-5月12日(t)

H-12-15区の第13層に遺物検出。 I・J-35-40区の表土剥ぎを行うこ第13層：こ遺物検出c

R-49区の人骨検出作業。

5月14El(月）-5月18日金）

H・I -18-25区の表土剥ぎ，遺物検出。 J-19区遺物実測c R-49区の人骨処理，鹿児島

大学歯学部小片・川路両先生の取りトーげ。（人骨実測）

5月21日（月）-5月26日（土）
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第 l章調査の経過 I 経過

K・L-19-25区遺物実瀾 K・L-22-25区の掘り下げ，第III遺跡は前年度の包含層tを

ふるいにかける。骨製品・貝輪14点出土。

5月28日（月）-6月2日(t)

長浜金久第 l遺跡は J-M-22-26区の図面作成。 J・K-21-28区の掘り下げを行う。長

浜金久第II遺跡はふるいでの遺物採隼。

6月2l1(月）-6月8!::I金）

J・K-24-26区の掘下げ，遺物多量に出上。 G-I -17-20区平板図作成。遺物取り上

げ0 J -18区図面作成。 K・L 27-28平板図作成 写真撮影oG•H-13-16区グリ J ド設

定 G・F-12・13区遺物実測u F・G-12-15区遺物取り上lfu H -K-24-26区の遺物検

出。 E・F-12区の遺物実測o J・K27・28区の土手はずし。遺物検出 J・K-25・26区の

グリッド打ち。

6月11日（月）-6月17日(Fl)

K・L-29-41区の掘り下げ。 E-10・11区の実測と遺物取り上げ。 L-30区の遺物実測，

E・F 10・11区， F-14-19区， G-15-18区， D・E-11区の取り上げ。 G・H-9-12区

の掘り下げ" F・G-8 -10区の掘り下げu E-G-13区の実測。 L-30区の実測， E-18区

の地点で第19層より約下に40cmの層で兼久式以外のt器出士。

6月18日（月）-6月23日（上）

I-13·15区， L·0-31 区， I-11-13区， M·0-29-32区， H-9·10区， G•H-

12·13区， B-14区の遺物実測，取り 1~げ。 K・L-26-31[ズ， M・0-30-32区の掘り下げ。

0-35・36区の写真撮影。河口貞徳氏の指導。

6月25IJ (月）-6月30日（土）

0・P-39-43区， H-12区， R-45区， L・M-30・31区， J・K-25・26, K-20区の

遺物実測，取り上げ……第 l 遺跡，住居址の拡張…•••第 II 遺跡，，第 III 遺跡の確認 (1 -5のト

レンチを入れる）。 国分直•氏の指導

7月2日（月）-7月6日（金）

第 I 遺跡は J·K-23-30区の遺物実測，取り上け〗）第 II 遺跡は住居址拡張区の実測，埋め

もどし。第III遺跡の図面作成。

7月9日（月）-7月14日(i)

第1遺跡は J・K-24-26・30区の遺物実測，取り上げ。第II遺跡は埋めもどし，杭打ち。

第III遺跡は杭打ち。料材運搬，遺物搬出， 141::1で現場作業終[。

7月16日（月）-7月31日伏）

文化諜の収蔵庫にて遺物・図面を整理し，報告書を作成する。報告因は第 1次調査，第 II次

調査，第II1次調査を合せて作成した。なお報告書のでき上りは60年 3月である。
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第 1I章遺跡の位置と環境 II 環境

第 II章 遺跡の位置と環境

第 1節遺跡の位置と環境

長浜金久遺跡は鹿児島県大島郡笠利町和野長浜金久に所在する。奄美大島は鹿児島の南約 4

00kmの洋上にある島で南西諸島の中の奄美諸島に属する。その他美諸島は大ぎく分けて喜芥島，

奄美大島徳之島沖永良部島与論島からなり，奄芙大島はその中で最も大ぎい島である。

奄芙大島は北部に平地が多く，南部は山がちで湯湾岳の標高 694mの山を最高峰として，標高

400m~500m級の山々が連なっている。

長浜金久遺跡のある笠利町は奄美大島の中では北部に位閥し，南北約15km, 東西約4ぷkmの

細長い半島である。そして，この地域の地形を見ると標高約 150mの淀山や高岳等が南北に連

なり，西側や北側は海岸まで山麓が延びている。この西・北海岸はリアス式海岸の様相を提し，

赤木名湾，喜瀬湾等がある。集落としては赤木名をはじめ，喜瀬，犀仁，佐仁等がみられる。

なお，赤木名は藩制時代の奄芙の代官所が讃かれたところで現在も笠利町の行政の中心地であ

る。

東海岸は大平洋に面し，用，笠利，宇宿，万屋，和野，節田，用安等の集落がみられる，東

海岸は砂丘が発達し， とくに宇宿，城間，万ffi'禾口野の間は発達が大きい。まだ， この地域は

後に平地をかえ，遺跡も多く宇宿貝塚，宇宿港遺跡，万屋下山田遺跡，ケジ遺跡等が知られて

いる。長浜金久遺跡は万屋と和野の間の砂丘上にある。

第 2節遺跡の立地

長浜金久遺跡の地形は後背地標高15m-50mの丘陵の前面に砂丘が発達し，海に約 250m進

んでいる状態である。万屋と和野の間には 5本の小河川が流れ，その中でも長浜金久と泉川の

間を流れる小河川が形成した砂丘に遺跡が立地している。この砂丘1ま堆積岩が風化した赤土の

上に1日砂丘が形成され；一部にはクール（砂が固ったもので地元の名称）もみられる。地形 1-_か

らみると（第 2図参照）砂丘の形成は第 1段階力［海岸線が現在の県道位までで，川は逆

L字状に曲がり海へ注ぐ，対岸の砂丘（北側）も形成され現在の県道よりも若干東側（海よ

り）にあたると考えられる。その砂丘の発達は約30m位であろう。第 2段階は大半が砂取りて

なくなっているが南側に若干残ている。それから判断すると，県道から海岸へ約70m位の幅の

砂丘が考えられる。次の第 3段階は砂丘が若干北へ延び海序へ約 150m発達し）IIはL字に曲り

砂丘の頭をおさえるように海へ流れこんでいる。次の第 4段階は大彦く，砂丘が北へ延び川は

L字になり，北へ約150m発達して、頭がおさえられるように曲って海へ流れる，） ここでは別の北側

の川も合流し，現在の河口となっている。対岸の砂丘も同じように発達し，南側へ進んでいるが

比較的新しい時期に形成されたものとみられる。第 1段階の砂丘上には縄文後期相当の遺跡が

数ヶ所みられる。長浜金久第II遺肪やケシ遺跡，万屋遺跡， F山川遺跡，宇宿貝塚等がこの線上に並

び，長浜金久第Il]遺跡も含まれる。第 3段階としては長浜金久第 1遺跡，泉川遺跡穿がある。

この第 4段階の遺跡は現在のところ見あたらない。
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1 . 用 2. 辺留城 3. 辺留窪 4. コビロ 5. あやまる第 2具塚

6. あやまる第 1貝塚 7 . 土盛 8. 宇宿港 9. 宇宿貝塚 10. 高又

11. 宇宿小学校 12. 7J屋 13. 下山田 14. 泉川 15. ケシ

16. 長浜金久第 I貝塚 17. 長浜金久第11貝塚 18. ナビロ川 19. 立神

20. 上浜 21. ヤーヤ 22, 明神崎 23. 鯨浜 24. サウチ

第 1図 長浜金久遺跡と周辺遺跡
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第lll章遺跡の概疫

第皿章遺跡の概要

第 1節長浜金久第 I遺跡の概要

1 • 遺跡の概要

本遺跡は，砂丘に形成された貝塚を伴った遺跡である0

長浜金久第 l遺跡

貝塚が残存する砂丘1よ海岸線と平行してほぼ南北に形成され，その距離は約 1kmに達してい

る。この砂丘は大きく 2分され，南側は標高13mで高く，中央部の小川が急に北へ曲る部分で低

くなっている。そしてその北側は砂斤が舌状に北へ延び標高は Smラインが頂j→．附近を走っ

ている。 （第 2図参照） これ1よ砂丘の形成が大きく 2[riJみられたと考えられ，南側の砂丘か

ら北側の砂丘へ延びたことを示している。

遺跡は南側の砂丘に立地し，砂丘の山手側の大半は砂取事業で剥られ，瑣上附近より海側の

部分が残存していた。

調査方法は 4m X 4 mのグリソドで東西方向へA・B・C……，南北へ 1・2・3……とし

49区まで設定した 3 また遺物の取り上げは 4m X 4 m各グリノドをさらに lm四方に16細分し，

A-4区ー 1, B-15区ー16として註記した。また貴重品と思われるものについては，通し番

号で取り上げ，土器• 石（石器）・貝殻等は出上面をんで実測した。

調査面積は約 3.600m'で試掘も含め 3回の調査を行った。最も浅い頂 _f-:部は現地表面より約

30cmで最も深いところは約 7mで遺物の出士をみた。

古代の遺物の出土する地域は A-5 区 •B-4 区より， Q-39区まであった。また R-49区

には近世の第が 2基あった。

この遺跡はクール（砂丘が石灰化したもので硬い砂丘＝地域の名称）の上に黄白色の砂層が

1~3mあり，その上に砂の腐植化した黒色砂層と腐植化していない黄白色砂層が10~5Ckmの各

層が互層となり現地表面までは20枚数えられた。遺物は第19層と第13層と第 7層にみられだ。

これは「fir:ド付近では分層されておらず海測によって確認された。この 3層は放射性炭素測定の結

果第19層が1,120土20B,P, 絶対年代換算で1よAD830 ~ 890年，第13層が930士20B, P, 

絶対年代換算では AD 1. 020 ~ 1, 050年．第 7層が 690士20B, P, 絶対年代換算では ADl.

240 ~ 1,290年の数値が出た 3 第19層には上器・石器・貝屈・鉄器・貝殻が出土し，第13層には土器が

数月（器形不明） • 石器・貝器・貝殻が出土し，第 7層には貝殻が出土した。これは第 1次，

第 2次調査では明確に検出されなかったが第 3次調査の結果から判明した。

第 4・5・6図（付図1・2・3)は出土状況とレベル数値によって作成した検出状況図で第 2

次謁査では頂巳付近が調査範l井］であったため概報では同一面として取り上げた。分けられなかっ

た理由としては 3文化層が頂臼付近で，約30~50cmの中の腐植上層中に包合されているためで

あった。よって A~D-11~16区や， B~F-19~21区は 3文化層が重なっていることも考え

られる。一応第19・13・7層の 3文化層で判明できたものは第3・4図に上げていふまた概報で

は長浜金久第 1貝塚と称したがここでは長浜金久遺跡と変更した。
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第m草遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡

第 7 層の文化層は J•K-18·19区に検出された約 140 点の貝殻でマガキガイだけであった。

出土状況は貝殻が 2ヶ所：こ躾中しており，炭粉もあり，これは貝を採墾してこの場で料理した

ことがうかがえられる。なお時代をぶす遺物は出十→ していないが放射性炭素測定値からみれば

AD 1240~ 1290年の13遣紀のものと考えられるぃ

第13層の文化層は C~D-5~9区に 5ヶ所， G~I -7 ~15区に10ヶ所， D~F-13・14

5~6ヶ所， F-17・18区に 1ヶ所， K ~ R-26~39区に14~15ヶ所の小規模の貝殻集中（概

報では“貝だまり”と称した）がみられ， A~E-11~16にも数ヶ所みられるが層位的に不明

確であった。

この貝殻鮨中箇所は35以上あり， ともに炭粉と伴っている。これらは第 7層文化の貝殻集中

菌所と同じで貝を採集し，火を入れ，中身を取り出し，貝殻を棄てた跡と考えられる。貝殻は

マガキガイが大半であり， 音いォニノツノガイ等も含まれている。時代を示すものとしては土器

片がH-12に2点出土しているが細片で時代の判断が困難であったc しかし．この貝殻集中箇所

の貝殻を放射性炭素測定した結果AD 1020~ 1050年の11世紀の数値がえられた。

第19層の貝殻は第13層の貝殻集中薗所と比較して規模が大きく，貝殻もヤコウガイ・シャコ

ガイ等大形貝が混入している。貝殻としてはニシキウズ・チュセンサザエ・サラサバテイ・ク

モガイ・ホラガイ・ホシダカラ・オオベノコウガサ・イソハマグリ・ツキガイ・サメザラ・マ

ガキガイ・オニコブシ・オニノツノ等が出土している。

出土地域としては 4列から26列までみられ，士器・石器・金属器の人工遺物と，石・サンゴ

貝殻の自然遺物が出土した。

出土状況は第 7~21図にみられるように， 4列から26列まで検出され， A~C-4~10の地区は

ヤコウガイ・ジャコガイ・クモガイ・サララバティの大形貝類とマガキガイ・イトマキボラ・

オニゴブシ等の小形の貝穎が項上部に検出されている。レベル的にも 10m50cm~ 12m 50cmの尼

根部にあたるところに分布している。なかでも B-6, C-8区は密度か濃い， 11列から 16列

までの分布状況は部分的に第13層の文化と同様な小規模の貝殻集中箇所がD-10, C・D-13, 

C・D-13・14, B・C-14, B・C-B・C-15, C-15区の 7ヶ所にみられる，、また C-12・

13区には50X 30cmの台石がありその囲りにはマガキガイ・アマオブネ等の小形貝の破片が土の

う袋 3袋分の貝殻が検出されている。他は部分的には貝殻の集中があるが大形貝も混り，貝殻

集中箇所がみられない形態である。なお貝殻集中箇所1ま全体として上部に検出された状況でと

くに C-15[i.は顕著にみられた。 D~F・l0~12区は傾斜地で大形貝と小形貝の混在で隼中箇

所がみられないところである。 16列から 23列は頂上部より海岸側へ傾斜するところで. A~F 

-16~20区と B~ H-20~22区の 2つが舌状にみられる。 F-20区と F-16・17区に貝

殻集中箇所がみられ，貝殻はマガキガイを主にオニノツノ・イトマキボラ・ヤコウガイ・シ

ャコガイ等がみられる。この地区では B~D-21区に出士遺物の空間地帯がみられる。 I~M 

-20~26区においては海岸側の傾斜地で栖高9.5m~7mに出土している。 L・M-20~24区に

は第13層にみられるような貝殻集中箇所が 4ヶ所みられ，ここは若干なだらかな部分であり. I~L-
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第m章遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡

22-26区においては部分的に鮨中がみられ，あまりまとまりはないo n殻はマキキカイを主にシャコガイ・

イトマキボラ・ヤコウガイ等であった。とくに J-23・24区はシャコガイが主にみられた。ま

たK-22区ではカメの焼骨（甲羅）かあり， カメの料理をした跡がうかがえられふまたこの地区

には土師器の甕形土器がみられた。

以 tが4列から 22列までの出土状況である 0 前にも述べたが，砂丘の頂l:部は第13層と 19層

の遺物が混在している状態で不透明であるが， 海岸側の傾斜の第19層と第13層では間層かあり，

出土状況も異にしている現象が伺えられる。すなわち，第13層はブロノク状に検出し，

貝殻が集中する貝殻梨中箇所をみることができる。ごれらは粉炭がみられることからそ

の場で火熱し，その場に棄てた跡と考えられる。この傾向より考えると， A-E-12-16区に

おける貝殻槌中箇所は第13層文化と考えて良いと考えられる。そしてこれらは貝が小形

のマガキカイやオニノツノが中心である。第19咽の遺物は大形貝のヤコウガイ・シャコガ

イ等が多く混在し，火熱されたヤコウガイやシャコガイは項上部より｛瑣斜地に投棄された状況と

頂l部に於いてはまとまりのない放棄状況であり，第13層と異にしていることが注目される cぅ

しかし，第19層にもマガキガイの貝殻鮨中箇所もかなりあり， 2種の貝殻投棄跡があるごとは確

認されだ。

遺跡の士層は第 3図に上げたが砂丘の甚盤となるクールを除き確認されたのが22層であった。

第 1層は表層で現草木の樹根がみられる層でその下に黄白色の砂層，その Fに黒褐色の腐植砂

層と 2つの砂層が互層となり砂丘を形成している。この層は F・G区より東側が顕著にみられ

I . J区では腐植砂層が10枚，黄白色砂層が10枚確認された。また A-E区は砂丘の頂上部で

あるため，表料以 Fの腐植士層が 1枚となっている。 （この層序は16列に限り， 8列では頂上

部において1腐植砂層が 3枚みられた。）

この土層からみると，砂丘の形成後，砂丘の堆積は項上部よりも海側に拡がり，幅広くなっ

ていることがわかる。

なおC・D-19-22区においては第20層の下に一枚腐植土層がみられ，第21層とした。その

下に砂丘があり，甚盤はクールになっていた。

層の傾斜としては，第17層が 4-16区において，海岸側で急に傾斜し， 17-23区においては

ややなだらかになっていな第13層は 4-16区に於いては急傾斜がみられ，下位のレベルにあ

り， 23区より北側は平担面に近い傾斜で上位のレベルに検出した。そして23区以北は第19層の

遺物は出土しなかった。このことは砂丘の形成が南側から北側へ延びる発達を示していること

がうかがえられる 0
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第III章遺跡の概要

2. 人工遺物

1) 土器

甕形土器

I類 (1・2・97)

第l類の土器は沈線を施している。

長浜金久第 I遺跡

1の土囲はD-18区に出土した士器で第 1]類の包含層より約3(km下の黒褐色／腐植土砂層より出

士した土器である。口緑部は外反し，頸部は若干締りぎみに内向し，肩部は緩やかな「く」字

形をなし，胴部から底部近くまでふくらみの少い直線的な傾をもつ器形の土諾である。

文様は肩部に一条の横行する沈線と，その沈線と組み合せた台形枠を沈線で描ぎ，中を沈線

で埋め，頸部には斜行する平行沈線の中を沈線て寸里める施文をくりかえしている。また胴部には文様がみあ

あたらない。器面調整は箆ナデ調整で胎土は長石・石英・細石等が混入し，焼成も良い。色調

は賠茶褐色を呈している。なお口径は29cmである。

2の土器は B-7区に出土した土器である。口唇部は平坦な断面をもち，口縁部から肩部に

かけて緩やかな「く」字形を呈し，胴部は若干ふくらみをもつ器形である。

文様は頸部に一条の沈線を廻らし下向に沈線で台形枠を施している u 器面調整は発ナデ調

整で肩部より上部は横ナデで，下部は縦ナデを行っている。胎士は長石・石英を含み，焼成は

良い。色調は茶褐色を呈している。なお口径は23cmである。 97は外反する土諾で肩部に横位の

沈線があり，頸部と口緑部にも縦と横の沈線がある。

第 1表 第 I類甕形土器諸訳

番け I出土［メ 土 I焼成 II番号 I出土区暦位 I色講JI 胎 土 I焼成

1 I n~1s 1 21 1 H音苓褐色 1サノゴ・細石雲母 I 良 II 97 I り支 I(19) I茶褐色 1サノゴ細石竺け 1 良

2 B~7 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

II類 (3-25) 

この類の士器は沈線と刻目突帯を組み合せた土器である。

3は頸部が締り，口縁部が外反し，胴部から沈線を施している。 4- 7は破片の小さい [_J

緑部の沈線施文の部分だけである。 I類の施文と異なり， II類の施文と類似しているので II類

に含めた。 4は鋸歯状の施文と思われる。 8は口縁が内向し，頸部に刻目間隔の広い断面こ角

形の突帯を廻らし，肩部に沈線を施している。 9は口縁部が外反し，肩部に刻目の間隔の広い

断面三角突帯を付けた口縁から肩部にかけての土器である。文様は沈線を頸部から肩部にかけ

て縦位に施している。 10は口緑部が若干外反し，間隔の広い刻目で断面二角突帯をつけ，肩部

に波状の沈線を施している。また厚味のある土器である。 11は口縁部が外反し，肩部に断面三

角刻目突帯を付け口頸部に沈線施文がみられる。 12は間隔の広い刻日を施した断面三角突帯

を肩部に付け，口縁部は縦位に沈線を施す上器である。 13は突帯が一部剥げているか突帯のげ

上に沈線を施こした文様で直行する口縁部である。 14は直行する口緑部で肩部に大ぎな突帯を

施し '[_J縁部に縦 2条と横位に 1条の組み合せの沈線文を施こしている。突帯の刻目は大ぎ
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第川章遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡

い。 15は完形土器で口径が12cm, 底径が65cm, 器高14.5cmの法拭をもつ。口緑部は若千外反し，

胴部はふくらみをもち，底部は平底で肩部に刻目突帯をもつ各闘形である。器面にはハケ目調整

痕がみられ，口縁部と胴部に曲線を描いている。底部は木葉痕が付いている。また， この土器

は他と比べ小型の土器である。 16は口紺部が内向，口縁端部で外曲し，胴部は孤状にふくらむ

器形をもつ土呂である。顕部には刻目突帯を付け，突帯の上位には鋸歯文，下位に 1よ鋸歯文の

くずれも施している。口径は27cmでやや本遺跡では大ぎい方である。 18は刻目突帯の下に 2条

の沈線を施す士器で突帯は高さが高い。 191よ刻目の大きい突帯で胴部に沈線がみられる。 17

は直行する［］縁部で太い刻目突帯で口縁部に沈線を施している,, 竹釦面にはハケ H調整痕があ

るが荒い器面の土器で 2個の補修孔がみられる。口径は24cmである。 20は太めの刻目で突帯の

下に沈線を鋸歯状に施している C 21は頸部に刻目突帯のある胴部は丸味をもち，突帯の下に

鋸歯文を施し，賠面は箆調整痕がみられる。 22-25は刻目突帯の上に沈線がみられる土器の頸

肩部である。

第 2表 第 II類甕形土器諸訳

番
土 区層位 色 調胎 十焼成 番 ,'t'r 十 区層位 色 調 胎 上 焼成

’ロ’→ 出 号

3 A・B・C-15 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石 良 15 E jj 19 茶褐 色 サンゴ・紺1石 良

4 B 
14 
15 

,, 陥茶褐色 サ／ゴ・細石 艮 16 E 15 119) 茶褐 色 サンブ・細石 良

5 G 24 ‘’ 闊 茶褐色 サンゴ・細石 柘 17 
E - 18 ,, 黒茶術色 サンゴ・紐礫 良
A・B・C-15 

6 C 12 ,, 暗茶褐色 サ／ゴ・細伍 良 18 A-D-9 ~16 ,, 燈菟褐色 サンゴ・細石 良

7 C 15 " 茶褐色 サンゴ・細石 良 19 B 8 ,, 燈茶糾色 サンプ・ 細石 良

8 E 22 ,, 暗茶褐色 サンコ・細石 良 20 B lり ,, 茶褐 色 サ／ゴ・細石 良

9 C 14 ,, 茶術色 サンゴ・細伍 良 21 C 13 ,, 茶 褐色 サンゴ・細石 良

10 D ]6 ,, 暗染・茶褐色 サンゴ・細1i 良 22 D 13 ，， 菜 褐色 サンゴ・細石 良

11 G 15 ,, 益褐色 サンゴ・細石 良 2:J B lo ,, 闘茶褐色 サンゴ・細石 良

12 C 11 ， 賠茶褐色 サンゴ・細伍 良 24 B );j ク 暗茶体）色 サンゴ・細石 良

13 D 18 ,, 暗茶褐色 サンゴ・細石 良 25 C 11 ’’ 陪茶褐色 サンゴ・係HI礫 粗

14 .) 24 ,, 燈茶術色 サンゴ・細石 良

m類 (26~69)

この類は刻口突帯を付ける土器である。

26は直線的に外反する器形で間隔の広い刻目を施した u径が25cmの土賂である。口縁部で

は摩味がみられ．内側に枯土の一部が凹みとなっている部分もある。 27は頸肩部で間隔の広い

刻目突帯がみられる。 28は口径が13.5cmで若干外反する料形で突帯には一部分刻目がある。器

面はハケ目調整痕が薄くある。 29~31は口縁部で間隔の広い刻目突帯が頸部にある土僻である。

32は刻目突帯が頸部にあり，胴部は若干丸味をもち，ハケ目調整痕が賠面に縦走している。 33

は刻目が一部にある突帯が付いた頸部から胴部にかけての土謡で器面にはハケ目がある。 34も

刻目が一部にある突帯が付く土器である。 35は刻目の施文が胴部の一部にも付いている土器で
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口径が15cmで直線的に外向している器形である。 36は口径が14cmで直行した口縁部に胴部が若

干丸味をもつ器形の土器である。刻目突帯は頸部より若干下に付き，やや太い刻目突帯である。

37は口径23cmで直行した口縁部に間隔の広い刻目突帯を付itた土器で器面は箆状施文具で荒く調

整している。突帯の大ぎさは太目で低い。 38・39は直行した口縁部で突帯で刻目は竹管で付け

ている。 40は口径12.5cm, 直行した口縁部に刻目突帯を付けた士器である。器面調整は横位に行

なっている。 41はやや外反した口縁部で刻目突帯を付け，器面調整は縦位に行っている。 42は

口径28cmで直線的に外反した「］縁部にやや人目の刻H突幣をもつ七器で，器而は横走するハケ

目調整痕がある。 43はやや外反する口縁部で頸部に刻目突帯がみられる。 44はやや口縁端部で

外反するが直線的な口縁部で，やや太目の刻目突帯を付けている土器である。器面は縦走する

ハケ目調整痕がみられる。 45-47は直線的な口縁部で背の低いやや太目の突帯に細長い刻目を

施したものである。器面調整は横位に行なっている。 48-50は間隔の広い刻目突帯を頸部に付

け， IJ縁部はやや外反するが直線的に傾きを示す土謡で悩面調整は横位に行なっている。 51は直行

する口縁部に太目の刻目突帯を付けた土器で横走するハケ目調整痕がある。 52・53はやや太目の

背の低い刻目突帯を付けた土器である。 52は突帯が切れた部分で横位の調整痕があり， 53は縦

走するハケ日調整痕と補修孔がみられる。 54は口径11cmの直行した口縁から胴部で，部分的に

刻目を付けた士器である。胴部では厚味がある。 551よ太目の刻目突帯であり縦位のハケ目調整

痕がある。 56は刻目の太さが大きい突帯で横位の器面調整がみられる。 57はfl径31cmで「］縁部

は若干外反するが胴部まで直線的な傾をもつ土器で太Hの断面：f 角突帯に幅の広い刻日を付け

ている。器面調整は縦走するハケ目調整痕があり， 58-60は刻目突帯の部分で58は口縁部に向

って内行する土器である。 61は内湾ぎみに直行士器で断面三角突帯に一＾部の太目の刻目がある

土器である。 62は口径27cmで61と同形の口緑部であり，断面こ角突帯に部分的な刻目か付く土

器で縦走するハケ目調整痕がある。 63は外反する口縁部で断面三角突帯に刻目が•部付けられ

ている七器で，横位に調整がなされている。 64は太目の突帯で63と同形である。 65は口径23cm

で頸部が締り，口縁部が外反し，胴部が丸味をもつ上器で肩部に背の低い突帯を付け部分的に

指圧痕の刻を入れている。器面調整は横位に行なっている。 66は口径24cmで65よりも頸部の締

りが浅い。器形1よ65と同形で突帯は細味で指庄痕で刻んでいる。 67-691よ刻目突帯の部分であ

る。

第 3表 第皿類甕形土器諸訳 (1)

番号 出七区 層位 色 調 胎 土 焼成 番g 畠土区 層位 色 調 胎 J: 焼成

26 F-15 13 茶褐色 サンゴ・細石 良 32 C-18 (19) 吋茶褐色 サンコ・糸Ill石 良

27 F-11 19 茶褐色 サンゴ・細石 良 33 C-11 I 19) 茶褐色 サンゴ・細石 粗

28 H-17 (19) 茶褐色 サンゴ・細石 良 34 G-4 (19) 茶褐色 サンゴ・細石 粗

29 G-5 (19) 黒茶褐色 サンゴ・細石 良 35 C-18 (19) 暗茶褐色 サン寸..細石 良

30 B-14 (19) 暗茶船色 サンゴ・細石 良 36 C-14 (lg) 明茶褐色 サンゴ・細石 良

31 C-13 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石 粗
G-1!'5 

37 C-13 
E-19 

(19) 暗茶褐色 サンゴ・細石 良
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第 3表 第直類甕形土器諸訳 (2)

番
出t区

I竹
色 調 胎 .」▲ 焼 番

出 土 区 層位 色 虚J 胎 i 
焼

サ 位 成 乃にL 成

38 G-5 (19) 明茶褐色 細砂・ 冥 /:): 良 54 J 23 (19) 黒茶褐色 +ンゴ・細Ti・ 雲fJ 良
-------

39 表 明茶褐色 細砂・芥 母 良 55 E 16 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・喫閲 良

40 F-18 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 56 A・B・C-15 (19) 茶 褐 色 サンゴ・細石・雲母 良

41 G-1 (19) 賠茶褐色 サンゴ・細石•雲址 良 57 B 12 (19) 黒茶褐色 サンゴ・細石・雰f:J 良

42 G-s (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雰母 良 S8 G 30 (19) 暗茶褐色 サンゴ•細石・雲母 良

4:l B-15 (19) 茶褐色 細石・雲 母 良 59 C 7 11g1 暗茶褐色 サンゴ・細布・唸母 良

44 F~18 (19) 茶湘色 サンゾ・細礫•雲：f:t 良 60 A-11・15 111! 暗茶褐色 ナンゴ・細伍・雲f:j: 良

45 G-5 (19) 茶褐色 サンブ•細礫・菩母 良 61 C 21 119! 暗茶褐色 サンゴ・系Ill石・西母 良

46 B-lci (19) 児茶褐色 サンゴ・細石•雲母 良 62 C 22 (19i 茶 掲 色 サンゴ・細石・雲母 良

47 D-16 (19) 賭茶褐色 サンゴ・細礫・雰母 良 63 G 50 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雰I:): 良

48 D-1:l (19) 茶褐色 サンゴ｀•細礫·雰栂 良 64 B 17 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雰母 良

49 B~J5 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲址 良 65 ド 14 19 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

50 C-15 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 66 J Z:l (19) 賠茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

51 D-17 (19) 茶褐色 サンゴ•細石・雲母 良 67 D 16 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 粗

52 (19) 暗茶術色 サンゴ・細石・雲母 良 68 D 18 (19) 暗茶褐色 サンコ~淵J石・唸母 粗

53 C-1ふ (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 69 B 17 (19) 黒茶褐色 ナンゴ・細伍・雰f:J: 良

N類 (70-86)

この類は横位の突帯に縦位の突帯を組み合せたものや，横位の突帯力咳：化したものがある上栢

である。

70は口径32cmの土僻で口縁部が外湾し，肩部から胴部は直線的に外反する悩形である。盾部

に横位の突帯を付け頸部に逆U字の突帯を付けている。器面調整は荒く縦位に調整痕がみられ

る。 71は縦位に刻目突帯が付けてある土器である 0 72 . 73は直行する口縁部で内面から外面ま

で突帯をまわしている。 74は直線的に外反する口縁部で逆U字の突帯を貼り付けている。 75は

直行する II縁部で縦位に 2本の突帯を貼り付けている。 76は外湾する口縁部で［」縁端部に小さ

な逆U字の突帯を貼り付けている。 77は内湾する「l縁部で縦位に突帯を貼り付け中央には孔を

設けている。 78は若干外反する口縁部で 1本の縦位の突帯がある。突帯の半分の部分が割れて

いる。 79は直行する日縁に縦位の突幣を貼り付けている。 80は横位の突帯に小円の突帯を下に

貼り付けている。 81は弧状に突帯を貼り付けている。 82は横位の突帯の上に小円の突帯を貼り

付けている。 83は縦位の突帯を貼り付けている。 84は若干内湾する口縁部に縦位と横位を祖み

合せた突帯を貼り付けている。この土器は桃褐色で粒子の荒い胎土であるため他の地域からの

移入土器としての性格が強い。 85は口径18.5cmで口繰部が直行し，若干肩部が張り，胴部は丸

味をもつ士器である。突帯は弧状をなし， 4本で 1周すると思われる C 86は85の形の 2本が離

れている部分である。
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第 4表 第N類甕形土器諸訳

番号 出十一区 層位 色 調 胎 :t 焼成 番月 出上区 層位 色 調 胎 土 焼成

70 D~22 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 79 表 暗茶衛色 サンゴ・細石・雲母 良

71 c~11 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 80 F-15 19 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

72 C-14 (19) 賠茶褐色 サンゴ・細伍・雲母 良 81 D-18 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

73 (19) 黒茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 82 D~15 (19) 賠茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

74 I -23 19 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 83 E~zz (19) 明茶褐色 細砂・雲 母 良

75 E-"l (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 84 C-12 (19) 桃茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

76 c~15 19 暗茶褐色 細砂・サンゴ・雲母 良 85 E-12 19 陪茶褐色 サンゴ・細石・雲[:J 良

77 B-16 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 86 C-15 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

78 K-23 19 暗茶褐色 サンゴ・細伍・雲母 良

v類 (87-96・98-112)

この類は無文土器の土器である。

87は如意状の口縁部で口径19.5cmの土器である。 88は口径13.5cmの口縁部から胴部までの土

器で頸部が締まり口縁部はやや外反する。胴部は若干丸味をもつ。 89は頸部が締まりやや外反

する口縁部で口径は17cmである。 90は頸部がやや締まり口縁部で器血調整は横位に調整してい

る。 91は口縁部がやや外反する口径l&mの土器で．胴部は丸味をもっ．諾面調整は横ナテである。

92はやや外湾する口縁部である。 93は口径16cmで口縁端部が外反し．頸部が締まり，胴部は丸

味をもつ土器で器面調整は横ナデのハケ日痕がある。 94は口径16.5cmで頸部がやや締まり，胴部

は若干丸味をもつ土器である。 95は93と同形の口縁部であるが胴の丸味が少ない。［］径は20cm

で，器面は縦走のハケ目調整痕がある。 96はやや外反する口縁部である。 98は［］径20cmでLJ縁

部がやや外反する土器で胴部は若干丸味をもつ。器面調整は内外面とも縦走のハケ ti痕か

みられる。 99は口径13cmで直行する口縁部で胴部は若干丸味をもつ，器面調整は横位である。

100は口径16cmで頸部がやや締まり， U縁部はやや外反，胴部はやや丸味をもつ，器面調整は

下位に縦走のハケ目痕がある。 1021よ口径14cmの口縁部で頸部がやや締まり，縦走の器曲

調整痕がみられる。 103・104は直行する口縁部である。 105Iま口径17cmで頸部が若干締まり，

口縁部がやや外反するが全体的に直行する土器である。器面調整は縦位である。 106・107は直

線的な口縁部で 107は口唇部が平坦で器面調整は横位のハケ目調整痕がある C 108は口径13.5

cmで 105と同形である。器面調整は横位である。 1091:1:n径20cmで直行する口縁部で口唇部は平

坦である。 110はやや外向する土器で縦走の詞整痕がある。 111は口径12cmで直行した謡形で頸

部が締っている土器である。 112は［］径11.5cmで頸部が締り，口縁部は外反する士器である。

第 5表 第V類甕形土器諸訳

番号 I出上区 I層位 I色 調 I胎 上 I焼成 1番号 I出上区 層位 1色 i: I焼成

:: I :=:: I 1:: I::::: ご I::::::~□ ご::1: II ご： I~ □ 1: I ;::: I : ごご：□I :::i:~: 二悶1: 
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第 5表 第V類甕形土器諸訳

番号 出 I:区 層位 色 調 胎 I: 焼成 番号 出土l>( 層位 色 調 胎 十 焼成

91 B-14 119) 賠茶褐色 サ／ゴ・細石・雲祉 良 103 D-13 (19) 賠茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

92 B-1'.i 119) 茶褐色 サンコ・細石・雲母 良 104 B 5 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲廿 良

93 F-17 119) 茶褐色 サンゴ・細石・喧母 良 105 J-23 (19) II;; 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

94 F-11 19 陪茶褐色 サンゴ・細fi・ 雲乱 良 106 
F-

(19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良
C-14 

95 C-12 119) 賠茶褐色 サンゴ・細石・雰母 良 107 J-24 (19) 陪茶褐色 サンゴ・細石・雲丹 良

96 
B-15 

119) 暗茶褐色 サンブ・細石・雲母 良 108 D-17 (19) 賠茶褐色 サンゴ•細 -i1 ・雲母 良
土手

98 B-4 (19) 賠茶褐色 サ／ゴ・細石・雲母 良 109 C-15 (19) 賠茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

99 B~14 (19) 茶褐色 サンゴ・象Ill石・雲母 良 110 C-11 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

100 C-15 119) 茶褐色 サン :1',細石・雲母 良 111 J-23 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

101 F-12 119) 茶褐色 サ／ゴ・細石・雲母 良 112 E-21 (19) 黒茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

102 D-17 119) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 良

鉢形土器 (113・114・160)

114は口縁部が外行する土器で口径は16cmである。 115は口径20cmで肩部で「く」字形に外反

するもので，内面にハケ目調整痕が横位にみられる。 160は鉢形土器の底部と思われる。底径

は55cmで薄手の土器である。

第 6表 鉢形土器諸訳

番け I,'!',±IX I! 怜位 I色 土 I焼nxII番号・III¥」忍 調 I胎 士I焼成

11:l I C-11 I il9) I lli1• 茶褐色 I ザ／ー］•細石・雰tJ: I 良 I 160 I C-15 I (19) I賠茶褐色 Iサンゴ・細石・雲母 I良

114 I C-15 I (19) I賠茶褐色 Iサノゴ・細ゎ・雲け I良

甕形土器底部 (115~161) 

底部の底面は葉痕が付く。摩手の底部は 121・127・130・131・133・134・141・144・147・

153・157・158・159がいfられ，他は薄手のものである e 全体的に底部の縁が張り出した形で，

157は 2方に角張った底部である。しかし， 155・156・158・159・161は丸味をもつ底部である。

浮味のある土器は 2~2.5cmのIばさで底部をつくっている。

第 7表 甕形土器底部諸訳

番号 出」収 層位 色調 胎 土 焼成 番乃 出土区 将位 色調 胎 七 焼成

115 G - 17 (19) 茶褐色 サンコ~•細石・雲母 良 122 G-16 13 茶褐色 サンゴ・細石・雰母 良

116 G - 38 (19) 茶褐色 サンゴ・細も・雲母 良 123 B-17 (19) 暗茶褐色 サン :f•細石・雲母 良

117 G - 38 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 124 F-22 (19) 茶糾色 サンゴ・細石・雲母 良

118 
c~1s. 14 

(19) 茶褐色 サンゴ・細石・酋母 良 125 D-17 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良
B - 15 

119 B - 14 (19) 茶褐色 サンコ・細石・雲母 良 126 C-14 (19) 茶褐色 サンふ細石・雲母 良

120 C - 14 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲丹 良 127 G-54 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良

121 B - 6 (19) 茶褐色 サンゴ・細石・君母 良 128 G-38 (19) 茶糾色 サンゴ・細石・賽母 良
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番号 出上区 層位 色 調 胎 上 焼成 番け 出十．区 層位 色 調 胎 t. 

129 C-11 (19) 茶褐色 サンゴ舟Ill{,・雲母 良 146 K-24 19 茶褐色 サンゴ漁1B砂・雲母

130 F-21 1191 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 147 ．般 1191 茶褐色 サンゴ・細石・雲母

131 G-38 1]91 眸茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 147 G-50 119) 茶褐色 サンコ・細石・雲母

132 B-JG 1191 茶褐色 サンゴ漁Ill石・雲母 良 149 
14 

1191 茶術色 サンブ・細石・烹判
C-lS 

133 C-14 1191 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 150 c-7 1.19) 茶褐色 サンゴ・細石・雲母

134 
G-50 

(191 茶樹色 サンふ細砂・雲母 良 151 J-23 1191 茶 褐 色 サンゴ・細砂・雲母
B-8 

135 C-14 1]91 茶褐色 サンゴ｀•砂イ］・雲母 良 152 C-14 1191 茶褐色 サンコ•細伍・咽母

136 ．般 1191 茶褐色 サンゴ・砂砂・雲母 良 153 E-10 19 茶 褐 色 サンゴ•細伍・竺母

、137 一般 1191 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 154 c~13 1191 茶褐色 サンゴ・細イi・雲母

138 F 10 19 昭茶褐色 サンゴ・砂砂・雲母 粗 155 E-12 1191 茶褐色 サンゴ・細石・雲母

139 股 表 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 156 B-15 1191 黒茶褐色 サンゴ・細石・雲母

140 G-6 1191 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 157 G-51 1191 茶 褐 色 サンコ・細石・雲母

141 J-25 19 茶褐色 サンゴ・細1」• 雲母 良 158 B-15 1191 茶 褐 色 サンゴ・細石・雲母

142 B-14 1191 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 159 D-13 119) 茶 術 色 サンゴ・細わ・嗅母

143 G-56 {19) 茶褐色 サ／ー(.細ィ］・雲母 良 160 C-15 1191 茶 褐 色 サンこブ・細石・西註

144 D-17 1191 茶褐色 サンフ・泉Ill石・雲母 良 161 B-7 1)9) 茶褐色 サ／コ・細砂・西詞

145 C-14 1191 茶褐色 サンゴ・細石・雲母 良 茶 褐 色 サンゴ・細砂・雲母

壺形土器

I類 (162)

162は口縁が締まり，口径が 6cmである。頸部に 2本の平行沈線文を付けている。

II類 (163)

焼成

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

この類は突帯文と沈線文を組み合せた土器で 163があたる， 11径が 7.5cmで直行する「l縁部

で頸部に断面三角突帯を付け口縁部の文様と突帯部の刻目を連結している。器形としては肩部

が張る土器である。

皿類 (164・166-175)

この類は刻目突帯を付けだ土料を示す。 164は口縁部が比較的長く，背の低い刻目突帯を付

けている。口径は6.5cmである。 166は口縁部が比較的短く，間隔の狭い刻目突盟を頸部に付けて

いる。口径は5.5cmである。肩は強く張らない。 167は内行した口縁に刻目突帯を付けている上

器である。 168 は直行する口縁部で頸部より屈曲している。 169~175は頸部に刻目突帯が貼り

付けられたナデ肩の肩部をもつ士器である。 175は頸部から胴部にかけての上器で球状の胴部

である。

VI類 (181・165)

この類は突帯文のある士謡である。口径は11.5cmで広口である。突帯は背が低く，めり張り
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がない。壺形土器V類に人れたが， 165は頸部に段があり突帯に近い形をしているので， この

類に近いと思、われる。

v類 (176-180, 182・183) 

この類は無文土料であるぐ

165は口径 4cmでナデ肩の上器である。器形は， I・II類の上脳と同じく，口径が比較的小

さい。 167は口径が10.5cmで口縁端部は外反している。 177は[]径11cmで， 176より口縁部は短

＜肩は張るタイプと思われる。 178は口径 9cmで［］縁部は直行し，短い肩張 V)の土器と思われ

る。 179は口径12.5cmで，口縁部は短く外曲している 0 180は口径 6.5cmで小壺で‘，ナデ肩

である。 182は口縁部が大きく外曲する士器である。 1831よ口径 7cmでナデ肩の土器と思われる。

壺形土器の胴部ないし底部 (184-194)

194はナデ肩の土器で頸部から胴部にかけての士器である C 185• 186は胴部である 0 187は胴

部から底部近くまである土料で胴部に穿孔がある。賠面調整は表が横位で，裏は卜．部が縦位・

中部が横位・下部が縦位である。イカリ肩の器形である。 188はナデ肩の壺の肩部，胴部であ

る。肩が張らない丸味のある胴部の器面調整は横位である c 189• 190は肩部でイカリ肩の岱形

である。横調整と縦調整で器面か整っている。 191-194は底部である。 191は若干上げ底気味

の平底で，底径が9.5cmである。 192は平底で底径が6.5cmある C 193は小形の壺の底部で底径が

4.2cmの平底である。 194は丸底気昧の平底で底径が6.5cmある c 立ち上りは急である。

第 8表 壺形土器諸訳 (1)

番砂 出上Iメ： 層
色 調 胎 土 焼成 番け 畠上区

層
色 調 胎 土 焼成

位 位

!62 K - 2,1 19 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 178 F-17 (1~) 茶 褐 色 サンゴ・細砂・冥[:J 良

163 G - 50 (191 茶褐色 サンゴ・細砂・雰母 良 179 F-21 (19) 茶褐色 サンブ・斎Ill砂・雲母 良
卜 ト一

164 D - Ll (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 180 G-21 HJ 茶褐色 サンゴ・細砂・笠母 良

16:i E - l「! (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雲l吐 良 181 J~2:1 (191 茶 褐 色 サンゴ・細砂・雲母 良

166 C - 11 1191 茶褐色 サンゴ・細砂・空母 良 182 C-19 (19) 茶 褐 色 サンゴ・細砂・雲母 良
← -- ----- -. ----

I 67 C - 11 (19) 茶褐色 サンゴ・糾l砂・雲母 良 183 G-26 119) 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良

168 C~14 (191 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 184 c~7 (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・＇巽/:): 良

169 A·B•C-15 1191 茶松）色 サンゴ・細砂・ 雲f吐 良 18:i c-7 (19) 茶 樹 色 サンゴ・細砂・雰母 良

170 般 (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 186 B-6 (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雰母 良

171 B - 14 (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 187 C-15 (19) 茶 褐 色 サンゴ｀•細砂・雲母 良

172 B - 13 (19) 茶褐色 サン干細砂・雲母 良 188 B-" (19) 里茶褐色 サンゴ・細砂・嗅母 良

173 B - 16 1191 茶褐色 サ/ブ・細砂・雲丹 良 189 F-lci 19 賠茶褐色 サンゴ・細砂• 雲母 良

174 G - 50 (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良 190 G-18 (19) 茶 褐 色 サンゴ・細砂・翌母 良

175 C - 22 (19) 荼褐色 サンゴ・細砂・唸母 良 191 G-18 (19) 賠茶褐色 サンゴ・細砂・冥母 良

176 D - 22 (19) 茶褐色 サンゴ・細砂・雰母 良 192 B-8 (19) l培茶褐色 サンゴ・細砂・ 雲母 良

177 般 (19) 荼褐色 サンゴ・細砂・ 雲母 良 193 B-8 (19) 茶 褐 色 サンゴ・細砂・雲母 良
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第 8表 壺形土器諸訳 (2)

番号 I出十区 I陪位 1色調 I胎 土 I焼成

194 茶褐色 Iサンゴ・細砂・雲母 I良

土師器 (195~209)

195~205はは士師器の甕形士器， 206は黒色土器の坪である。 207~209は布目痕のある士器

である。 195は口径22.6cmで1リ味のある口縁が，「く」字に曲り内面はヘラケスリがみられる。

196は日径18cmで厚昧のある口縁が「く」字に折れ内面はヘラケズリがみられる。 197は口径14

cmで「 L」字に近い口縁部である。内面はヘラケズリ調整している。この土器は 175・196 よ

り胴部は直行する， 198~205は「く」字状のfl縁部で内面は，ヘラケスリ調整がある土沿であ

る。 206は口径16.5cmで口縁部か丸味をおひだ若干外反する杯である。胎土も黒色で器面も黒

色である。 207~209は内面に布日痕がみられる上器で硬質の士器である〔、器形1よ不明。

第 9表土師器諸訳

番片 出上[x: l1'i位 色 凋 胎 土 焼成 番号 出士lメー r,rn: 色 謁 胎 土 焼成

195 L-23 19 晴茶褐色 サンコ・細介・雲母 203 C-14 119) 暗茶糾色 サンゴ・細ィi.雲母 良

196 (19) ，屯茶褐色 サンブ・細石．雲栂 204 C-14 (19) 暗茶褐色 サンブ・細{'.雲け 良

197 B-6 (19) 茶糾色 サンゴ・糾石・ 繋l;J: 205 G-26 (191 茶褐色 ザンゴ・細石・繋母 良

198 C-14 (19) 暗茶褐色 サンゴ・細石・食母 206 C-14 (19) ;I! '" 色 サンゴ・細砂・ 硬買

199 C-14 (19) 晴茶褐色 サンゴ・細石・雲母 207 C-H 119) 茶褐色 サンゴ・細+i・咀:i:): 硬質

200 D~ll (19) 暗茶褐色 サンゴ・細1i・ 芸母 208 C-14 1191 II名茶褐色 サンコ~噂Iiiわ・雲け 硬質

201 一般 (19) 睛茶褐色 サンゴ・細石・雰母 209 C-14 (19) 賠茶褐色 サンゴ・条Ill 石•‘竺け ＂吏質

202 G-38 (19) I培茶褐色 サンブ・系111{,・ 雲母

2) 石器 (210~221)

石器は， 36点出土した。主にタタキ石・凹石・スリ石の類であった。 210は球状の石器である勺

211 ~ 221はタタキ石と凹石の二つの用途が行なわれている。また216 ~ 218・221は，スリ伍

の類でクガニイシと呼ばれている石器である c

第10表 石器諸訳 (1)

番"・！ブ 挿図番号 出十．区 咽位 法 俎 (l'm) 重址 (g) 石 '材 用 逹、ヘ

1 210 J-24 7.1 X6.9X6.0 440 泥岩 敲石

2 211 F-11 15.3X7.3X5.7 965 砂岩 凹石・敲石

3 212 L-30 20. 4 X 12. 0 X 8 .1 2,850 砂少岩 凹石

4 213 E-21 12.1 X8.6X6.3 1,000 石英班岩 凹石・敲石

;:, r 214 B 15 9.3X5.6X2.9 275 t少岩 凹石・敲石

6 215 J-24 14.0 X9. 7 X4. 9 1,150 安山岩 敲石
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第m意遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡
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第1ll章遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡
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第1ll寇遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡
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第川咲遺蹄の概要 長浜金久第 l遺跡
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第III草 遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡
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第皿章遺跡の概要 長浜金久第 l遺跡
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第皿章遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡

第10表 石器諸訳 (2)

番号 挿図番号 出土区 層 法 量 (cm) 重 量(g) 石 材 用 途

7 2111 D - 15 (19) 15.6Xll.9X4.5 1, 7SO ひん岩 凹石

8 217 G - 8 (19) 16.9Xll.4X6.7 1,800 安山岩 凹石

， 218 G - 50 (19) 21.0 X9. 7 X 5. 9 2,280 粗粒砂岩 クガニイシ

10 219 C - 15 (19) 9.1 X7.9X3.6 405 砂岩 凹石敲石・

11 220 K - 24 119) 8.1X7.3X2.6 280 砂岩 凹石・敲石

12 221 G - 50 (19) 18.SX 10.3 X 7 .6 2,500 粗粒砂岩 クガニイシ

13 D - 11 (19) 610 f少岩 凹石

14 C - 15 (19) 160 f少岩 敲石

15 G - 5 (19) 321 砂岩 敲石

16 G - 44 (19) 354 泥岩 敲石

17 C - 13 (19) 272 石灰質泥岩 敲石

18 B - 17 (19) 239 砂岩 敲石

19 C - 14 (19) 423 砂岩 敲石

20 C - 15 119) 321 砂岩 敲石

21 D - 17 (19) 360 砂岩 凹石

22 一般 (19) 76 軽石 敲石

23 D - 13 (19) 96 粗粒砂岩 敲石

24 E-16-9 (19) 1,370 粗粒砂岩 敲石

25 B - 11 (19) 240 砂岩 敲石

26 一 緞 (19) 28 軽石 敲伍

27 B - 48 (19) 313 粗粒砂岩 敲石

28 G~11 (19) 474 礫質砂岩 敲石

29 一 般 (19) 268 砂岩 敲石

30 D - 11 (19) 530 花向閃緑岩 敲石

31 C - 30 119) 980 砂岩 [l1]石

32 M-29 
30 119) 374 粗粒砂岩 [ll]石

33 M-29 
30 (19) 232 砂岩 敲石

34 L - 30 (19) 240 砂岩 敲伍

35 K~23 19 147 砂岩 敲石

36 F - 12 19 1,040 砂岩 敲石
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第川章遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡
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第m章遺跡の概要

3) 貝製品

1 . 有孔貝

長浜金久第 1遺跡

この貝製品は93点出土している。文化層が菫なった場所に多く出土し，層が分かれた所では

第19層が 3点，第13層が 1点であった 3 木遺跡では B-9区に一括して紐を通した状態で37点

が出十＾した。大ぎさは 6.4X 5.0cmのメンガイ類が一番大きく，他は 4-2cm位のメンガイ類が33

点， 他の貝が4点出土している。一括貝以外ではメンガイが37点， カワラガイが 9点， ツキガイ

が 1点， ピメジャコが 1点，イボアナゴが 1点，アラスジケマンが 1点，ウチワガイが 3点，

ソメワケグリが 5点出土している。用途としては紐を孔に通して使用したと想われる。

第11表 有孔貝指訳 (1)

NQ 遺物番号 挿図番号 出土区 層 大ぎさ(err) 原味(cm) 玉:,t(g) 孔 径 貝の種類

1 56 222 B-9 (19) 6.4X5.0 0.35 26.5 1.3X].5 ミヒカリ
メンガイ

2 36 223 // (19) 3.8X2.8 0.2 6.5 0.9Xl.2 1, 

3 21 224 ,, (19) 3.3X2.6 0.25 3.9 0.8X0.8 ,, 

4 20 225 ク (19) 4.0X2.1 0.2 4.7 0.9X0.7 ケ

5 37 226 ,, (19) 3.7X2.7 0.2 5.6 0. 7 X0.9 I; 

6 29 227 ，， (19) 2.9X2.1 0.2 2.5 0.8X0.8 オイノカガミ

7 22 228 ク (19) 3.8X3.2 0.1 5.5 l.OX0.7 ミヒカリ
メンガイ

8 38 229 ，， (19) 3. 7 X2.5 0.2 2.8 l.OX0.8 ，，， 

， 30 230 ，， (19) 3.4X2.8 0.2 4.5 l.OXl.0 ,, 

10 24 231 ❖ (19) 3.8X3.1 0.15 3.0 1.lXl.0 ，， 

11 39 232 ，， (19) 3.4X2.5 0.16 3.2 0.7X0.5 ，， 

12 31 233 ，， (19) 3.2X2.7 0.2 3.2 l.2X0.9 ケ

13 23 234 ，，，， (19) 3.6X3.1 0.18 3.6 0. 7 xo.s ケ

14 40 235 ，，， (19) 3.2X2.4 0.25 3.7 0.7X0.7 l1 

15 32 236 // (19) 3.4X3.0 0.1 3.5 l.OX0.7 ケ

16 25 237 ケ (19) 3.4X3.0 0.15 2.7 0.6X0.7 ケ

17 26 238 ，， (19) 3.4X3.l 0.2 4.2 1.1 X0.8 I; 

18 27 239 ケ (19) 3.2X2.9 0.17 4.0 0.9Xl.1 ，， 

19 33 240 ク (19) 3.9X2.7 0.18 r J.J r l.2Xl.0 ケ

20 28 241 ,, (19) 3.2X3.0 0.2 3.1 l.6Xl.1 ，' 

21 41 242 ，， (19) 3.0 X2.6 0.25 2.7 0.7X0.7 キクザル

22 34 243 4ヽ (19) 3.4X2.9 0.1 4.2 l.7XO , メンガイ

23 35 244 ,, (19) 4.4X3.1 0.3 13.0 1.lX0.7 ソメアケ
ガ‘シラ

24 42 245 ,, (19) 3.9X3.4 0.2 8.1 0.9 X0.8 ミピカリ
メンガイ
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第旧章遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡

第11表 有孔貝諸訳 (2)

No. 遺物番号 挿図番号 出土区 層 大ぎさ如而 厚味(c面 重量(g) 孔径(c洲 貝の種類

25 45 246 B-9 (19) 3.4X2.6 0.2 3.1 l.3Xl.1 オオッタ／ハ

26 43 247 ,, (19) 2.8X2.1 0.1 5.2 0.8X0.6 
ミヒカリ
メンガイ

27 44 248 ケ (19) 3.3X2.2 0.25 3.9 l.OX0.6 ，， 

28 48 249 1/ (19) 3.0X2.5 0.35 3.8 0.9X0.9 ,, 

29 46 250 // (19) 3.lXZ.6 0.1 2.9 0.6X0.6 ，，， 

30 47 251 ,, (19) 3.0X 1.9 0.15 1. 9 0.6X0.4 /,, 

31 51 252 // (19) l.9X2.l 0.2 1. 7 0.4 X0.4 'l 

32 49 253 ，' (19) 2.8X2.4 0.15 1. 9 0.5X0.5 ，， 

, 33 50 254 ケ (19) 2.7X2.7 0.2 3.5 l.3Xl.0 ,, 

34 54 255 ケ (19) l.7X2.7 0.2 1. 5 ，' 

35 55 256 ,, (19) 3.6X3.9 0.7 9.7 1.lXl.l ケ

36 52 257 ，， (19) 2.9X2.0 0.15 1. 7 0.6X0.7 ,, 

37 53 258 ケ (19) 2.6X2.ll 0.1 0.9 0.7X0.5 ケ

38 33 259 F-12 19 9.0Xl0.4 0.45 82 2.7Xl.3 ッキガイ

39 26 260 K~23 19 5.0X7.2 0.3 59.9 0.9Xl.4 ピメシャコ

40 27 261 一般 (19) 5.2X3.6 0.35 8.7 0.9Xl.0 イボアナゴ

41 74 262 一般 (19) 2.2X2.3 0.3 2.5 0.7X0.6 ウチワガイ

42 73 263 G 7 (19) 2.9X2.6 0.3 2.9 l.7X0.8 ,, 

43 29 264 D-16 (19) l.8X2.2 0.25 1. 7 0.5X0.7 ケ

44 30 265 C-15 (19) 2.9X3.5 0 .15 4.4 0.9Xl.0 アラ人ジ
ケマン

45 72 266 B-5 (19) 22 . 8 X 3. 2 0.3 3.8 0.8X0.7 ソメワケグリ

46 22 267 -般 一般 2.9X3.0 〇.3 3.0 0.8XO.l ケ

47 28 268 C-15 119) 3.5X3.6 0.3 6.2 1.1 X0.9 // 

48 25 269 B-7 (19) 2.8X3.3 0.3 5.1 0.6X0 5 ケ

49 23 270 一 般 一般 3.1 X3.2 0 .15 4.0 0.4Xl.6 I; 

50 37 271 G-25 (19) 5.0X4.5 〇.25 16.9 0.3 X0.9 カワラガイ

51 31 271 G-31 (19) 5.0X4.4 0.3 13.6 0.6X0.6 ケ

52 1 273 G-31 (19) 5.0X4.2 0.2 14.7 l.6X0.9 ケ

53 34 274 C-18 (19) 5.3 X4.2 0.3 16.1 1.0 X0.8 ,, 

54 36 275 G-12 19 4.6 X4.0 0.2 12.0 1.3 xo.s ケ

55 3 276 G-31 (19) 4.5 X4.0 0.2 9.9 l.5X0.9 ケ

56 35 277 H-11 13 4.1 X5.5 0.3 8.7 0.3X0.7 ケ

57 2 278 B-7 (19) 4.6X4.0 0 .15 9.7 0.8 X 1.0 ,, 

58 19 279 一般 一般 4.4X3.7 0 .15 4.0 l.OXl.0 ミヒカリ
メンガイ
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第1ll章遺跡の概要 長浜金久第 1遺跡

第11表 有孔貝諸訳 (3)

Nn 遺物番号 挿図番号 出土区 層 大きさ (crrl 厚味(c面 重鼠(g) 孔径(c削 貝の種類

59 5 280 D-12 (19) 5.1X4.5 0.2 13.0 l.6Xl.0 カワラガイ

60 ， 281 ・般 一般 3.7X3.7 0.3 6.2 0.9Xl.0 ミヒカリ
メンガイ

61 8 282 ＾般 一般 5.9X4.9 0.25 14.6 l.3Xl.8 ,, 

62 7 283 C-11 119) 8.4X7.7 0.9 69 2.1X2.3 ,, 

63 6 284 B~5 119) 7.9X6.7 0.7 64 l.7X2.2 ク

64 4 285 D-16 (19) 7.8X7.5 0.7 65 3.6X3.5 /,, 

65 11 286 一般 一般 5.1X5.0 0.25 11. 7 1.1 Xl.l ，， 

66 10 287 ケ 119) 4.7X4.2 0.2 10.2 l.OX0.7 ,, 

67 12 288 '1/ 119) 5.2X4.7 0.25 11.6 0.8X0.7 ❖ 

68 13 289 ,, (19) 4.3X4.l 0.1 5.2 0.9X0.7 ク

69 6 290 B-6 (19) 7.1X5.l 0.25 21.5 2.8X2.4 ク

70 70 291 一 般 一般 3.7X2.5 0.15 5.7 l.lX0.7 ，， 

71 18 292 ，， ，，， 3. 7X3.3 0 .15 3.0 0.5X0.6 ケ

72 7 293 ク ，， 6.6X5.9 0.3 26.5 l.4Xl.8 ケ

73 16 294 ,, ,, 5.1X5.3 0.25 16.6 l.OX0.9 ケ

74 11 295 ,, ，，， 6.5 X 5.3 0.35 23.7 l.7Xl.7 ,, 

75 ， 296 ク ケ 4.1X3.4 0.2 5.0 l.lXl.2 ケ

76 17 297 ケ ，， 5.8X6.0 0.5 29.7 2.8X3.0 ,, 

77 17 298 ケ ，， 3.0X2.3 0.2 1. 7 0.6X0.5 ,, 

78 8 299 // ，， 6.5X5.5 0.2 15.6 2.7X2.8 ,, 

79 19 300 ,, ,, 5.9X5.2 0.2 13.1 1.2Xl.7 ，， 

80 1 301 ,, ,, 7.3X6.0 0.4 38.2 l.OXl.0 ク

81 15 302 ，，， ク 3.1X2.1 0.3 4.6 0.7X0.8 ，， 

82 15 303 ，， ケ 4.1X3.5 0.2 5.0 1.0X0.9 ，， 

83 2 304 ，，， // 7.0X6.l 0.5 41.0 l.OXl.l ん・

84 14 305 ケ ク 4.3X3.6 0.3 12.6 l.OX0.6 ケ

85 16 306 ‘’ 
，， 4.0X4.3 0.3 7.0 〇.6X0.7 ,, 

86 3 307 ,, ケ 6.4X6.2 0.3 24.7 l.2Xl.6 ク

87 71 308 G-7 (19) 3.4X3.2 0.2 4.1 l.3Xl.4 ，，， 

88 14 309 一般 一般 3.8X3.0 0.2 9.4 0.8X0.7 ，， 

89 4 310 一般 一般 6.9X6.4 0.3 36.6 X ク

90 32 311 C-19 (19) 6.6X7.1 0.4 l.OXl.5 ，， 

91 13 312 B-6 (19) 6.7X6.0 0.4 l.ZXl.l 'l 

92 5 313 一般 一般 7.3X6.2 0.3 l.6Xl.l ,, 

93 12 314 G-50 (19) 6.0X6.0 0.5 l.8X2.1 ，， 
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第fll章遺跡の概要 長浜令久第 I遺跡
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第40図 長浜金久第 I遺跡貝製品実測図(2)有孔貝
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第m草遺跡の概要 長浜金久第 1遺跡
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第III章 遺跡の概要 長浜金久第 1遺跡
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第m草遺跡の概要 長浜金久第 I遺跡
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第w雄遺跡の概要 長浜令久第 l遺跡
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第III章遺跡の慨要 長浜金久第 1遺跡
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第m雌遺跡の概嬰
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第 [IJ章遺跡の概淫 長浜令久第 I遺跡

2. 貝匙（ヤコウガイ製品） (315-320) 

この貝製品は，ヤコウガイ製品で匙の形態をし，穿孔のあるものと無いものがある。 315 は

穿孔があり，柄部が狭くなっているっ外皮は残っているが部分的に剥げている。 316は穿孔が

上部にあり隋円形の形態である。外皮は残り一部欠損している。 317は柄部は欠担し，器部で

ある。外皮は残っているが結節は剥ぎとられている。これは内側にヤコウガイの真珠層を露出

させ，火に焼けだ暗紫色を呈しているへ縁どりの調整は研摩している。 318は柄部の---部は欠

損しているが若干狭い柄部になっている。器部は隋円形を星し，先端部が一部欠け落ちている

内測iよ真珠層が露出し，外皮は剥がされてない。火を受け暗紫色を呈している。 319は隔丸に

近い隋円形で器部が大半を占める形態で柄部は短い。内側は真珠層が見え，外側は外皮がある

が結節部は剥ぎ取られている。火を受け暗紫色を足す。 320は柄部の先が締まり，岱部は隋円を

呈す。縁どりは悪く打ち欠け部が多く残っている。外皮はあり，結節部は残っている。白色を

早す。

第12表 貝匙諸訳

No. 遺物番号 図面番サ 挿図番サ 出i:区 層 最身•最幅・深さ cm 原味cm 重賊 g 孔径cm 備考

1 12 315 恥'TT- (19) 10.5X5.2X0.8 0.4 57 0,9X0 8 ヤコウガイ

2 7 316 D-13 (19) ll.9X7.3X2.3 0.5 75 2.2Xl .0 ，， 

3 5 451 317 B~l6 (19) 8.5X6 8Xl 9 0.2 46 ケ

4 3 318 C-15 (19) ll.5X7.0Xl.8 0.2 69 ク

5 1 319 ・般 (19) 13.2X7.6X2.3 0.2 87 ,, 

6 ， 1,105 320 F-10 19 ]4.2X6.6X] 6 0.3 89 // 

71 11 321 般 (19) 8.5Xll.8 1. 2 168 ,, 

8 6 1,172 322 J-23 (19) 6.4X6.8 0.5 35 2.3X2.0 ク

， 8 323 一般 19 10.5X8.0X2 4 0.4 109 3.0XZ.4 々

10 4 1,001 324 G-12 19 7.6X5.1 0.2 22 3.7X2.5 ,, 
-- -- -

3. 円孔貝製品 (321-324)

この貝製品はヤコウガイの体層部の一部を切り取り，中央部付近に円形ないし，陪円形の孔

をあけたものである。 321は卜剖ぽゞ欠損しているが，ヤコウガイの［」の付近を剥ぎとり， r. 位

に径 4.3cmの円孔が施してある 3 幅は10.3cm, 厚味は1.3cmである。 322は5.7cmX6.5cm, /'Jーさ

0.4cmの方形に近い形をしたヤコウガイの体層部に径3.1cmの円孔を施したもので，その円孔

は若干上位にある。 323は10.5cmX8.3cmの陪円形をしたヤコウガイの体層部に径2.5cmの円

孔を中央部に施している。 324は 5X7.7cmのヤコウガイの体層部に 3.7X2.5cmの円孔を施

し外皮を剥ぎ真珠層を露呈している。なお全体としてヤゴウガイの内面は真珠層を露里してい

る。

なおこの貝製品の使川法は有孔貝とは異なり，調整が良く，呪術的な用途が考えられる 0
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4. 貝製容器（貝匙）

これはヤコウガイの殻を切断して器をつくったもので， 137点出土している。

出土層位は第19層に79点，第13層に 9点出土し， f也は両層区別できない砂丘項上部の腐植土

層に出士している。

出土状況は C-14区にみられるようなヤコウガイの殻や蓋と接近して検出する所や，

区のような小形貝のマカキガイ等の近くに検出する場所もある。そしてその中には 一 区

一 区等のように貝殻隼中箇所の脇にあるところもある。また，そのようなところには

区にみられるようにシャコガイも検出している。

この貝殻集中箇所は，第13層に於いて著しくみられ，炭粉や焼貝も中心部にみられるため，

貝を採焦し，その場所で火を入れ，調理した所というみかたが考えられる。そして，その脇に

ヤコウガイ製品や， シャコガイの殻がおかれている状況を考えると，貝に火を入れ，その中味

を取り出し，いくつかの容器に入れて持ち帰る器としての役目が考えられ，このヤコウガイ製

品やシャコガイの殻は器としての用途が強い。

この貝製品は，貝匙の名称で呼ばれていたが，最近，貝製容路・貝容器（面縄遺跡）の名称が見られ

る。貝匙は器形がスプーン状になっているためこの名称がつけられているが，況期では貝匙と名称

を上げ匙の用途としては考えられない所見が行なわれており，食器（サウチ遺跡）としての利

用を考えている。また，貝容器として上げた面縄第 I. 第II貝塚では貝容器の所見は説明され

ていないが名称に容器を使用している。貝製容器として上げた貝製容岱小考で匙状貝製容器・

ヒシャク状貝製容賠・皿状貝製容謡に分類して，容謡の用途を考えている。

本遺跡で出土したこの貝製品は，出土状況からみると，食器としての貝容器と考えられ，ヤ

コウガイの体層部を利用しているため貝製容器として上げだ。

ごの貝製容器は 325~351・353にみられるように，ヤコウガイの口縁部まで利用していない

ものと，口縁部まで含めたものとに分けられる。 (351・352~ 365)。 前項の最身は平均12.

57cmで，幅1よ平均9.2~15.8cmで，深さは平均2.59cmで， I厚味は1.0-3.和mのものがみられる、ヘ

後項の最身は平均13.14cmで，幅は平均10.2-17. 8cmで，深さは平均2.67cmで，麻味は1.3-

4.6cmのものがある。なおこの数字は完形およびそれに近いものだけの結果である。

製作方法としては螺蓋利器を使用し，後でのべるヤコウカイの殻より切断して作るもので366は，

前項の貝製容器を取ったものである。また図版第 図は後項を取ったあとである。

全体的にこの貝製容器は，縁を調整しているが切り取った状態で荒い縁をしているものもあ

る。 355・358~364は縁取りが荒<, 未完成のものとも考えられる。とくに後項は全体的に縁取

りが悪い。そして，この貝製品は外皮の調整はなく，内側の調整と内側の白質部もない。

:I 遺：マ号 I 図1面竺三 I 挿て：：号 I 互~言Er尽：ご戸デ竺!ご1':゚]重笠:" I孔 径 1備考
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第13表 貝製容器諸訳 (2)

N(l 遺物番号 図面番号 挿図番サ 出土区 層 最身•最幅・深さ cm 序味cm 重斌 g 孔径cm 備考

3 51 1,074 327 F-11 19 13.9X8.8X2.5 0.3 178 

4 57 1,187 328 J-23 (19) ll.0X6.8X2.3 0.5 96 

5 72 1,040 329 F 12 19 12.0X8.l Xl.l 0.5 141 

6 55 330 E-4 19 10.6X7 .4X2.0 0.55 llO 

7 28 331 G-18 (19) 12.4X8.8Xl .6 0 .4 119 

8 30 1,127 332 1-14 13 12.9X8.3X3.0 0.6 144 

， 59 96 333 J-24 13 15.3X 7.0X4.l 0.5 220 

10 36 1,293 334 K-25 19 10. 7X7 .7X2.0 0.45 125 

11 56 335 G 16 (19) 15.8X8.3X3.8 0.5 177 

12 58 1,208 336 J-21 (19) ll.9X8.0X2.6 0.5 127 

13 41 337 K-23 19 12.1 X7.3X2.9 0 .4 118 

14 49 1,253 338 E 11 19 10.9X7.8Xl.8 0.3 127 

15 62 339 G-17 (19) 13.0X9.9X2.l 0.3 108 

16 45 1,189 340 .J-23 (19) 12.0X7.4X2.7 0 .4 82 

17 53 1,058 341 F 12 (19) 12.6X7.4X3.l 0.3 111 

18 54 1.042 312 F-12 (19) 12.9X8.2X2.l 0.5 127 

19 63 1. 068 343 F-11 19 15.6X7.7X3.5 0.4 154 

20 44 1,118 344 E-10 19 12.1 X8.1 X3.1 0.4 131 

21 33 1,243 345 K-22 19 15.6X9.l X3.5 0.6 188 

22 52 2,314 346 I-23 19 13. 7X9.2 X2.6 0.55 170 

23 61 1,013 347 G-11 19 12.5X8.0X2.7 0.4 112 

24 27 G-18 (19) 14.1X8.2X3.5 0 .4 130 

25 29 1,217 J-24 19 10.6X7 .8Xl. 7 0.5 132 

26 34 1,109 E-10 19 ll.9X7.9Xl.9 0.3 115 

27 35 1,113 E-10 19 ll.8X8.8Xl.6 0.5 131 

28 37 1,023 F-12 19 ll .3X8.3 Xl. 7 0.3 107 

29 38 1,005 G-12 19 9.4X8.6Xl.l 0.3 105 

30 39 1,171 J-23 (19) 11.9X8.7X2.0 0.3 121 

31 40 1,004 G-12 19 9.2X9.0X1 .5 0.5 105 

32 50 E~9 19 12.4X7.7X2.8 0.5 83 

33 46 1,078 348 F-11 19 12. 7X8.l X3.l 0.45 173 

34 31 95 349 J-24 13 ]3.5X8.9X3.4 0.6 187 

35 10 1,147 350 B-14 19 9.2X7.8X2.3 0 .4 84 
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第13表 貝製容器諸訳 (3)

No. 遺物番号 閃面番け 挿図番閃 出土区 層 最身•最幅・深さ cm 厚味cm 重植 g 孔径cm 備考

36 71 351 (19) 0.3 163 

37 17 1,096 352 F 10 19 12.7X8.7X3.1 0.4 144 

38 2 353 (19) 10.3X7.4Xl.8 0.3 65 

39 66 l ,Oo3 354 F-11 19 13.2X9.4Xl.5 0.4 152 

40 16 1,188 355 J 23 (19) 12.2X7.4Xl.5 0 .4 124 

41 69 1,211 356 J-24 (19) 12.1 X9.9Xl.3 0.5 157 

42 73 1,047 357 F-12 19 13.7X9.3X2.l 0.4 185 

43 65 1,083 358 E~12 19 16.6X10.7X3.3 0.5 230 

44 47 1,336 359 K 23 19 18.0Xl0.9X4.3 0.6 287 

45 43 1,055 360 F-12 19 15.9X9.4X4.5 0.75 246 
--- ---

46 68 1,207 361 J-24 (19) 15.9X9.5X2.1 0.5 180 

47 42 265 362 F-14 (19) 17.8X9.0X4.6 0.6 251 

48 14 l, 120 36:l E-10 19 12.4X8.9X3.2 〇.3 144 

49 70 1,016 364 F-12 (19) 16.2Xl0.8X2.6 0.6 205 

50 74 1,167 365 J-25 (19) 12.3Xl0.6Xl.6 0.5 155 

51 15 308 c~14 13 17.1X7.2X3.7 0.35 300 

52 18 G-17 (19) 9.5X8.1X2.2 0.4 85 

53 19 1,073 F-11 19 9.6X8.5X3.3 0.35 118 

54 20 238 G-15 (19) 10.6X6.0Xl.9 0.25 76 

55 21 119) 13.4Xl0.3X2.8 0.4 162 

56 22 G-17 (19) 8.7X7.5Xl 9 0.3 66 

57 23 1,112 E-10 19 13.6X7.2Xl.0 0.5 154 

58 24 1,113 E-10 19 12.1X8.1Xl.9 0.4 165 

59 25 1,110 E-10 19 9.9X7.6Xl.6 0.7 127 ! 

60 26 1,108 F-10 19 11.4 X9.3X3.l 0.3 142 i 

61 48 1,092 19 18.3X8.7X3.5 0.4 216 

' 
62 64 1,057 F-12 19 13.2X8.1X2.7 0.4 138 

63 67 1,218 J-24 19 ll.7Xll.0Xl.5 0.4 141 

64 135 1,209 J-24 (19) 16.1X7.4X2.3 0.5 292 

65 146 K-24 (19) 13.5Xl5.6X4.9 0.5 433 

66 147 1,337 K-23 (19) 18.3Xl:l.OX5.0 0.6 565 

68 148 285 F-14 13 19. 7Xl3.4X5.0 0.3 505 

69 149 1,121 E-10 (19) 14.7X9.5X3.1 0.4 283 
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第13表 貝製容器諸訳 (4)

No. 遺物番号 憫面番号 挿閃番号 出土区 層 最身•最幅・深さ cm 原味cm 重鼠 g 孔径cm 備考

70 150 1,015 G-11 13 15.1Xl3.5X6.0 0.8 495 

71 151 307 G-14 13 17.7Xl2.7X4.3 0.5 515 

72 152 306 G-14 13 14.0X9.8X3.0 0 5 425 

73 153 C-15 (19) 18.2X12.1X4.8 0.4 475 

74 154 1,048 F-12 19 17.8Xl3.0X4.7 0.5 450 

75 127 E -9 19 9.0X7.3X2.l 0.4 80 

76 128 1,046 F-12 19 10.3X6.2Xl.9 0.6 85 

77 129 1,382 I-23 19 9.3X5.7X2.1 0.3 70 

78 130 E -9 19 10.3X8.9X3.0 0.3 125 

79 131 1,012 G-11 19 14.7X7.7X2.4 0.4 200 

80 132 F -9 19 10.9X5.5X0.9 0.4 92 

81 133 1,036 F-12 (19) 15.1X7.1Xl.6 0.4 162 

82 134 1. 201 J-24 (19) 13.3X6.7Xl.7 0.4 139 

83 136 G-15 (19) 8.5X7.0X2.5 0.5 97 

84 137 1,197 J-24 (19) 10.5X8.0X2.7 0.35 98 

85 138 1,206 J-24 (19) 9.0X8.l X2.8 0.3 68 

86 142 J-24 19 9.6X9.0X2.6 0.4 119 

87 80 J-24 (19) 10.2X8.5X1.8 0.4 85 

88 81 1,213 I-23 19 13.7X6.6Xl 2 0.5 120 

89 82 1,064 F-11 19 ll.3X5.6X0.6 0.3 69 

90 83 1,062 F-11 19 7.8X5.8Xl.1 0.3 27 

91 84 1,017 F-12 19 8.6X7.8Xl.6 0.3 60 ！ 

92 85 1,224 J-23 19 7.0X5.4X0.7 0.3 42 

93 86 1,039 F-12 19 5.9X3.9X0.6 0.4 24 

94 88 E -9 19 10.0X6.2X0.9 0.4 60 

95 89 E-9 19 8.0X::i. 7X2.6 0.25 36 

96 90 1,221 J-24 19 5.9X4.0X0.7 0.3 21 

97 91 E -9 19 7.0X7.6Xl.3 0.5 43 

98 92 1,026 F-12 19 ll.4X8.8X3.9 0.25 100 

99 94 1,045 F-12 19 15.5X8.3X2.0 0.35 157 

100 95 1,224 J 23 19 9.0X5.0X 1.3 0.6 59 

101 97 1,043 F-12 (19) 8.6X6.5X2.l 0.3 59 

102 98 G-15 (19) 12.8X8.5X2.2 0.3 99 
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第13表 貝製容器諸訳 (5)

No. 遺物番号 図面番号 挿図番号 出土区 層 最身•最幅・深さ cm 原味cm 重量 g 孔径cm 備考

103 101 1,192 J-23 (19) 13.0X6.1Xl.2 0.45 95 

104 102 J-24 (19) 9.8X5.8X0.6 0.45 79 

105 103 1,007 G-12 19 8.5X5.3X0.6 0.3 39 

106 104 56 J-25 (19) 7.5X5.5X0.6 0.4 58 

107 105 1,355 K-24 19 9.8X6.1 XO. 7 0.3 82 

108 106 J-23 (19) 10.5X7 .0X2.4 0.5 llO 

109 lll 1,024 F-12 19 10.5X8.3X2.9 0.3 100 

llO 113 1.014 G-11 19 9.5Xl0.7X3.0 0.3 82 

111 114 1,111 E-10 19 10.7X7.3Xl.7 0.5 93 

112 115 E-11 (19) 10.oxs.ox2.6 0.4 101 

113 116 E-9 19 12.0X7.8X2.5 0.3 62 

114 117 1,102 F-10 19 ll.4X7.7X2.7 0.4 85 

115 118 D-16 (19) 6.8X5.7Xl.4 0.2 23 

116 119 1,172 J-23 (19) 7.5X5.7Xl.2 0.3 36 

117 120 1,045 F-12 (19) 5.7X9.0Xl.8 0.25 25 

ll8 121 C-12 (19) 6.4X6.3Xl.4 0.3 36 

119 122 E-9 19 4.8X4.2X0.4 0.3 11 

120 123 E-9 19 5.9X4.6X0.5 0.5 18 

121 124 E-9 19 8.9X5.0X 1.1 0.5 38 

122 125 1,069 F-11 19 10.5X7.1Xl.6 0.4 62 

123 126 l, 189 J-23 (19) 3.7X6.6Xl.8 0.2 75 ! 

124 87 1,038 F-12 19 7.5X8.9Xl.3 0.6 79 

125 93 1,218 J-24 19 8.1X9.4Xl.8 0.8 114 

126 96 1,261 K-23 19 16.3X9.0X0.l 1.2 401 

127 99 1,020 F-12 19 17.2Xl0.5X2.3 1. 7 358 

128 100 1,103 F-10 19 14.3X4.4X0.6 0.5 100 

129 108 1,087 E-12 19 15.7X7.2X0.4 1.0 204 

130 109 1,171 J-23 (19) 8.0X9.4X2.4 0.5 84 

131 110 1,100 F-10 19 17.5X9.0X0.6 0.5 337 

132 112 1,191 J-23 (19) 13.5X9.0X4.7 0.8 203 

133 139 1,035 F-12 19 12.6Xll.5X4.7 0.6 168 

134 140 1,060 F-12 19 8.6X8.5X2.3 0.4 82 

135 141 1,281 K-24 19 8.9Xll.7X4.l 0.3 120 
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□三 f325 ~326 

こ

327 
~328 

329 ~ -゚--第48図 長浜金久第 I遺跡の貝製品実測図(IO)
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第13表 貝製容器諸訳 (6)

No. I 遺物番号 I 図面番号 I 挿図番号 I 出L口 1 層 1 最身•最幅・深さ cm I 厚味cmI重鼠 gI孔径cmI備 考

1361 143 I 1,044 F-12 I 19 I 15.1Xl0.0X3.0 I 0.4 

137J 144 J 1,175 J I J-23 J (19)j 9.0X6.3Xl.3 0.3 

5. 穿孔のある貝 (367~370) (図版28)

152 

44 

この貝製品はホラガイとヤコウガイにみられる。貝殻本体に一部円孔を施すもので， 367~370

はホラガイ，図版28はヤコウガイである。全体的に貝殻の口部近くに孔をあけている。 367は

径3.7cmの円孔で， 368は径4.2 X 3. 7cm, 370は4.0X4. 5cmの円で 1ケ所に孔を設けている。 370

は4.7 X 5.5cmの円孔と径20cmの円孔で 2ヶ所に設けている。図版28はヤコウガイの口近くに 2

ヶ所の円孔を設けている。円孔の大きさは径 2cm前後である。またヤコウガイは他に 2点出土

している。この貝はホラガイとヤコウガイでは，用途の面に於いて異なる要素をもっていると考

えられる。使用は不明であるが民俗例としてホラガイは煮沸器として使用していると聞いている。

第14表 穿孔貝諸訳

No 遺物番号 園面番号 挿図番号 出土区 層 最身•最幅・深さ cm 摩味cm 重量 q 孔 径cm 備 考

1 97 367 J-24 13 18.2X7.8X5.3 0.2 123 3.3X3.l ホラガイ

2 368 E-16 (19) 21. 5 X 9. 2 X 6. 8 0.2 2~4 2.5X3.3 ホラガイ

3 1,205 369 J-24 (19) 18.1 X8.5 0.15 190 
2.1X2.6 ホラガイ5.3X4,0 

4 370 B-5 (19) 10.1 Xl8.3 0 .15 220 3.5X3.8 ホラガイ

6 . 螺蓋利器

この貝器はいままで貝斧・貝刃．螺蓋製貝斧等の名称で呼ばれていたものである。この螺蓋

利器の新名称をつけた理由は本遺跡の資料を上げて説明をすることにする。

この螺蓋利器は，ヤコウガイの蓋を利用しているのが特徴である。ヤコウガイの蓋は外面が

半球状になり，上部がより球状に近い。内面は向って右側に中心のヘソ部があり，そこを中心

に渦文を形成している。形としては左右に長く，上下に短い。厚さは上部が1厚く，下部は薄い"

また，左右に長いため，上下部より左右部が弧状の角度は小さく鋭角である。貝殻としての重

鼠は大きさに比べ重<'手に持ちやすい。そして，表皮は質が濃やかで硬度が強く，内部の構

成をみると前表皮・旧表皮の間は筋質が多くみられ，その筋質は比較的小さく剥がれやすい，

これらから本遺跡で出土したヤコウガイの剥がれた部分を甚本として分類した結果， I~V類

に分けられた。なお本遺跡では 180点検出した。

I類 (371~385) 

この類は右縁，左縁のどちらかが剥がれ欠損しているもので，右縁欠損が371~380。左縁

欠損が381~385である。またこの類は欠損部の長さが短く， l ないし 2• 3 [P]の剥離痕がみられる。

とくに375・382は剥離面が少ない。この類は 個出土している。

I類 (386~400)

この類は右縁と左縁の両方とも剥がれ欠損しているものである。この中では 386~393 にみられる
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剥離痕が少ないものと 394~400のように，剥離痕が多く欠損部が大ぎいものとがある。また

394は表部に剥離欠損しているものもある，なおこの類は22個出土している。

皿類（挿図番号 401~415) 

この類は下縁部ないし，右縁部，左縁部が長く剥離欠損しているもので 4. 5 r口］以上の剥離

欠損がみられる。 401・403・404・407の右下縁部まで剥離欠損し， 422・405・406・408~ 411 

が下縁部の剥離欠損がみられるものである。また， 412は左下縁， 413~415は右縁が剥離欠拍。

N類（挿図番号 416~430)

ごの類は I・II・ill類より，剥がれた部分が増えたり，拡ったりしたものである。 416・417

は右縁と下縁に剥がれた部分がある。 418・419は右縁と下縁に 2ヶ所剥がれた部分がある c

420・421は右縁・左縁および下縁が幅広く剥がれている。 422~426・428は左・右・下縁の 3

ヶ所が幅広く剥がれている。 427は左右上下縁に剥がれている。 429・430は右縁が著しく欠損

して， 1--. ・ ド・左右の縁が幅広く剥がれている。この類の特徴は 2ヶ所以上剥がれていない部分

が残っている。

v類（挿図番号 431~455) 

この類は剥がれた部分が全周のナ以上で左・右・下縁に主に剥がれた部分があり，その部分

ぱ連続している。またこの類は，貝斧とか螺蓋製貝斧といった名称に合致するもので貝刃とか

ある。この中での 431および 439は， W類の形態であるが左・右・下糸蒙に連続した部分がある

ためにこの類に入れた。また， 434・438・442・443は各剥離面が大ぎく荒い欠担部分がみられ，

直線的に剥離部があるのが特徴である。

次に各類の最大径と重鼠の分析を行ってみた。径は 1cmごとに，軍拭は50gごとに分析して

みだ。

I類 46点

最大径 cm 未＝未満 祉
里址重 未ー未 満

4-り末I,-6未I6-7末I1-s未Is-9末I9 -10未I半均Iso末 I5-150未I100-I呵0末I1so-200末IZIJ0-250末I250-300木I平 均

31 8.lcml I ぅ
]

?
]
 

14 183.3, 

II類 22点
I 

最 大径 cm 末＝木満 重 騒↓ 未＝未満

1-5未Is刈未 I6-味 IH未Is-味 I9-1昧 I平均Is昧 1!1!-100未1100-1印未 I1!1!-200未1200-2印未 I2!1!-300末I平均

o I 4 I 12 I 4 I 8. ?.cm I o 11 183. 8q 

皿類 37点

最大径 cm 未＝未満 重 早
屯 未＝未満

4-5未I5-6未IH未I7-8未Is-9未I9-1昧平均I5昧 lciH(X}未1100-1:D未llciHIXl未I200-加未 I2:D-:JIXJ未I平均

。
9 I 14 7.&m I o 11 165. 匁
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w類 48点

最大径 cm 未＝未満 璽 旦
里 未＝未満

4-5未IH未IH未I7-8未IH木I9-m末I平均I50: 未15化-100未1100-1め未IJ:jj-zoo未1200-2沿未 I2:j)-300未I平均

38 8ふmI o I 3 21 21 187. 均

v類 27点

最大径 cm 未＝未満 重 量 未＝未満

4-5未[H未I6-7未IH未IH未I9-1叶<I平均 [5叶ミ [5化-100未 100-15')未[15'J-2(D未[200-25')未 25'J-3(D未l半均

o I o 17 I s I sふmlo 12 198. 伐

全体 180点

最大径 cm 未＝未満 重 鼠 未＝未満

4-5末IH未IH未I7-8未Is-9未19-11},lcj平均 15昧 15炉 100未 100-1:nc未11刃-ZCO:糾 200-2印未 2~-300-木 I 平坊

9 I 10 I 20 I 112 I 28 I 8.2.cm I I 16 16 71 66 10 11氾，8切

これからみると， 1類は46点あり，最大径が 8~ 9cm未満が最も多く， 31点出上し，平均も

8.1 cmになっている。 重鼠は 150~200g未満が最も多く 22点出土し，平均重址は183.3g に

なっている。

II類は22点あり，最大径が 8~ 9 cm未満が最も多く 12点出土し，平均径も8.2cmになってい

る。重量は200~250g未満が最も多く 11点出土し，平均重量も183.Sgになっている。

III類は37点あり，最大径が 8~ 9 cm未満が最も多く 14点出土し，平均径も 7.8cmになってい

る。重址は， 200~250g未満が最も多く出土しているが，平均重量は165.詞である。

N類は48点あり，最大径は 8~ 9cm未満が最も多く， 38点出土し，平均径は 8.3cmである。

雨鼠は 150~20切未満と 200~250g未満が共に， 21点で平均重量は 186.Sgになっている。

v類は27点出土し，最大径が 8~ 9 cm未満が最も多く， 17点出土し，平均径は8.5cmである。

重量は 150~20切未満が最も多く， 12点出上している。平均重鼠ぱ 198.0gである。

全体としては， 180点のうち最大径が 8~ 9 cm未満が112点で，ずばぬけて最も多く，平均径

は 8.2cmである。重斌は 150~200g未満が最も多く， 71点出土しているが 200~25伽未満も

66点で接近している。平均菫鼠は 182.85gになっている c

こうしてみると，この貝器の現状に於いては， 7 cm~lOcm未満の，ヤコウガイの蓋を最も多

く利用している。しかし，欠損部の径も含めると，主に 8cm~ 10cmのヤコウガイの蓋を利用し

ていることが考えられる。重景としては， 150~250gのものが現状では検出されているが，こ

れも欠損部を考慮すると 200g~300gのものも利用していることが考えられる。

次に欠けた部分や剥離の分析をすると， l類は左・右縁 1ヶ所に剥離欠損部がみられ， II類

は左・右縁の両縁に剥離欠損部がみられる。 III類は下縁部に長く剥離欠損部がみられるもので

ある。この 3つの類を比較すると， 1類と II類は連続性があり， III類と 1よそれがないと考えら

れる。 N類は I・II・III類が各部にみられるもので，各部に欠損されていない部分があり，剥

離欠拓部がまちまちである。 V類は下縁および左・右縁が連続して，剥離欠損されている。
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これらの類の特徴ではIV類がバラエテイに宜んで，剥離欠損部が統一性に欠け，出土鼠も48点

で全体の 26.66%におよんでいる。このことは計画的に剥離したのではない見方が考えられる。

すなわち 1・II類iよ蓋の鋭角部であるため剥離欠損部が狭い。川類は蓋の純角部であるため剥

離欠損部が広い。そして， IV類の一部をのぞぎ， N・V類の形が作られると考えられる。これ

は最終目的のだめに剥離するのではなく，使用してIV類（一部をのぞき） V類ができあがるこ

とが考えられる。

この貝器は前にも述へたように，貝斧・貝刃．螺蓋製貝斧といった名称があるが，本遺跡で

の分析では，貝斧・具刃といった製品的なものではなく，無欠損の螺苫そのものが，利器で使

用される過程で，いろいろな形になり，あたかも人工的に刃を付けた貝器に見えるのではない

かと思われる。そして，使用螺蓋は最大径 8cm-lOcmで 150g -250gのも (1)が多く，手に捏

り易く，重量もあるものが選ばれており，敲打して使用する利器としての用途が妥当であろう。

では何に使用したかを考察すると，本遺跡では，貝製容料が多く出土している。この貝製容協は

ヤコウガイの殻を利用して 137点出土している。また他に，容器として考えられない貝匙等や

割られた殻で製品になっていないもとも多量に出上している。このヤコウガイの殻や，製品を

取•')たヤコウガイの体部をみると， 割り取った後がみられる。この割り取るための利器として，

このヤコウガイの蓋を使用したと考えられる。そして，使用しすぎて直線的になっているも (l)

や，大きく欠担しているのもある。

第15表 螺蓋利器諸訳(I類）

'lo. 遺物番砂・ l'<I面番悶 挿[1]番旦 出土区 層 大きさcm 厚味cm 重址 g 欠柑部分 欠損部の長さ cm 

1 2 383 一般 (19) 7.8X8.8 2A 232 左 緑 3.7 

2 10 G-3 (19) 8.0X8.9 2.5 228 右 ，， 2.2 

3 15 372 G-20 (19) 7.9X8.8 2.2 212 右 ケ 3.6 

＇ ＇ 
4 20 G-30 (19) 8.5X9.4 2.6 286 下 ク 3.7 

'1 23 376 G-30 (19) 7.9X8.9 2.4 236 右 ,, 2.7 

G 34 381 D-13 (19) 7.1 X8.0 2.1 162 左 ,, 2.0 

7 45 B~l5 (19) 7.3X8.l 2.2 181 右卜; ,, 1. 6 

8 46 G-37 (19) 7.1X7.7 2.1 156 右 " 2.2 

， 50 c~11 (19) 7.9X8.8 2.3 220 F ク 3.8 

10 56 G-38 (19) 7.4X8.3 2.2 176 左下 ,, 3.7 

11 57 ．般 表 7.1 X8.0 2. 1 166 右 " 3.1 

12 65 G-38 (19) 8.1 X9.0 2.3 235 下 ，， 2.0 

13 70 D-13 119) 4.9X5.4 1.4 56 右下・下緑 2.0・0.6 

14 75 ム般 1191 7.5X8.2 2.0 181 右ド縁 1. 7 

15 77 141 38S F-21 (19) 8.0X8.7 2.0 190 左
,, 3.6 

16 82 C-15 (19) 7.7X8.5 2.2 196 左 ケ 2.1 
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第15表 螺蓋利器諸訳(T類 2)

No. 遺物番号 図面番号 挿図番号 出土区 層 大ぎさ cm 厚味cm 重量 g 欠損部分 欠損部分の長さ err 

17 87 373 B-12 (19) 7.6X8.5 2.1 190 右 縁 2.7 

18 93 C-14 (19) 8.0X8.9 2.4 234 左下 1 1.6 

19 94 C-13 (19) 8.0X8.9 2.0 211 右 'l 3.2 

20 102 G-26 (19) 4.0X4.3 1.2 31 左卜．，' 0.5 

21 104 D-13 (19) 7.7X8.5 2.4 215 右下 ，' 2.7 

22 110 B-15 (19) 4.8X5.2 1.4 50 右 ,, 3.0 

23 112 一般 (19) 7.4X8.l 2.1 168 左上 、9 2.7 

24 114 B-15 (19) 7.4X8.2 2.1 180 左 ク 1.0 

25 116 379 G-30 (19) 7.3X8.l 2.3 192 」・・ ,, 2.4 

26 122 D-15 (19) 7.8X8.7 2.1 192 下 ,, 1.1 

27 131 1093 F-10 19 8.1X8.9 2.5 242 右ドク 3.1 

28 132 1354 K-24 19 7.4X8.0 2.2 178 左 ，， 3.0 

29 133 1369 J~24 19 7.3X7.8 2.0 158 右 ❖ 2.5 

30 134 1199 J-23 (19) 6.8X7.5 1.8 132 右下 ，， 3.1 

31 135 1301 384 L-24 19 7.0X7.6 2.0 154 左 ,, l. 9 

32 136 c-7 (19) 6.1X6.3 l. 8 104 右 ケ 0.8 

33 137 382 E-9 19 7.2X8.3 1. 9 165 左 ‘’ 1. 7 

34 138 G-15 (19) 6.8X7.5 2.0 143 下 ,, 2.8 

35 139 E-9 19 4.9X5.4 1. 5 55 右 ケ 2.7 

36 140 E-9 19 7.6X8.5 2.5 218 右下 ，' 0.9 

37 141 E-9 19 7.5X8.2 2 .1 177 下 ,, 2.1 

38 142 1239 378 K-23 19 7.6X8.2 2.1 187 右 ,, 2.4 

39 143 371 E-9 19 8.2X9.0 2.6 255 右 ,, 2.1 

40 144 380 K-26 119) 7.4X8.2 2.2 184 右 " 3.0 

41 145 1323 K-24 19 8.1X9.0 2.6 242 右 ク 1. 7 

42 146 375 E-9 19 7.6X8.6 2.1 189 右 ,, 2.1 

43 147 1251 374 K-23 19 7.7X8.6 2.2 212 右 ，， 3.1 

44 148 1070 377 F-11 19 7.6X8.4 2.1 182 右 ,, 2.4 

45 149 251 G-15 13 7.8X8.6 2.3 222 ti ,, 2.7 

46 150 1215 I-23 19 8.4X9.2 2.1 258 下 ，，， 2.7 
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第16表 螺蓋利器諸訳(II類）

Nu 遺物番号 図面番号 挿図番号 出土区 層 大ぎさ cm 序味 cm 重斌 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

47 8 394 G-4 (19) 7.8X8.0 2.0 190 左・右縁 3. 7・2.8計 6.5

48 12 A-15 (19) 8.4X9.0 2.2 228 左• 石，' 2.8・3.4計 6.2

49 13 395 G-4 (19) 7.7X8.7 2.2 205 左・右，' 2.4・5 .6計 8.0

50 16 386 G-4 (19) 7.8X8.l 2 2 203 左・右，， 2. 7・3.0計 5.7

51 17 390 G-4 (19) 7.7X8.6 2.2 190 左・右ク 1.7・4.0言t5.7 

52 36 396 B~8 (19) 8.1 X8.9 2.2 219 左下.,(; 縁 1.7・5.2計 6.9

53 52 G-6 (19) 8.1X9.0 2.3 210 左・右縁 1.3・6.8計 8.1

54 66 400 一般 (19) 7.7X8.3 2.2 200 
左下・右下

3.4・7 .0計10.4右卜縁

55 69 B-15 (19) 5.3X5.9 1. 5 63 左下・右縁 3. 7・4.5計 8.3

56 88 B-13 (19) 8.1X9.0 2.4 234 下縁 3.6 叶 3.6

57 96 C-15 (19) 5.0X5.5 1.5 58 左・右上縁 0.5・2. 7計 3.2

58 97 D~l3 (19) 6.8X7.4 1.8 136 左・右縁 2.0・3.8 it 5.8 

59 98 389 c~17 (19) 7.1X7.9 2.0 153 左・右，， 2.2・0.8計 3.0

60 108 399 G-20 (19) 7.2X8.4 2.3 204 左・右ク 3.4・4. 7計 8.1

61 109 388 D-16 (19) 7.4X7.8 2.0 174 左・右，' 2.4・2.5i「4.9

62 113 392 E-15 (19) 7.7X8.2 2.0 186 左・右ヶ 3.4・2.8計 6.2

63 152 1289 398 K-25 (19) 8.2X8.9 2.3 232 弁・右，' 4.4・3.8計 8.2

64 153 1320 393 K-24 (19) 7.7X8.6 2 l 189 左・右ヶ 2.6・3.3計 5.9

65 154 1080 397 F~ll 19 7.9X8.6 2.2 210 左・右，' 3.8・4.4計 8.2

66 155 1325 K~24 19 6.7X7.5 1. 9 128 左・右ク 2.0・3.4計 5.4

67 156 1066 F~ll 19 8.1X9.0 2.6 250 左・右，' 2.7・1.7計 4.4

68 157 1081 387 F-11 19 7.6X8.2 2.1 181 左• 石，' 3.0・1. 7計 4.7

第17表 螺蓋利器諸訳(III類 1)

No. 遺物番号 団面番号 挿図番号 出土区 層 大ぎさ cm 厚味 cm 重量， 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

69 7 412 A-15 (19) 6.7X7.5 2.0 142 左卜＾縁 3.7 

70 11 G-3 (19) 7.7X8.6 2.3 206 右下 ，， 6.2 

71 22 G-4 (19) 8.7X9.5 2.4 252 右下 ，' 4.7 

72 28 401 (19) 8.0X8.9 2.4 228 下～右ド縁 4.8 

73 29 表 7.1 X7.9 1.9 155 右緑 4.4 

74 39 (19) 8.0XS.6 2 2 210 左～左下縁 6 9 

75 40 406 B-5 (19) 6.8X8.3 2.2 177 
左 F-下～

7.1 
右下縁

76 44 B-11 (19) 6.3X7.0 2.0 119 
左上～左～

6.0 
左下緑

77 49 415 (19) 8.4X8.8 2.3 238 右縁 5.5 
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第17表 螺蓋利器諸訳(ill類 2)

Na 遺物番号 図面番号 挿図番号 出土区 層 大きさ cm 1厚味 cm 重量 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

78 59 --般 (19) 8.6X7.9 2 .1 189 右縁 4.7 

79 64 --般 (19) 4,9X5.l 1.4 60 下～右縁 5.7 

80 68 410 D-13 (19) 6.7XS.9 1. 8 92 下縁 5.8 

81 67 G-6 (19) 6.4X7.0 1. 9 106 右下～右縁 5 8 

82 78 B-6 (19) 8.5X9.4 2.2 224 
下～右～卜．

14.3 
縁

83 83 113 B-12 (19) 8.6X9.0 2.3 254 右ド～右縁 5.8 

84 85 C-15 (19) 7.2X6.6 1 9 118 
左下～下～

8 3 
右下緑

85 99 c~14 (19) 6.4X5.7 l. 6 79 F縁 3.8 

86 100 C-15 (19) 5.7X6.6 1. 7 87 下ヶ 5.8 

87 101 C-15 (19) 6.0X6.6 1. 6 87 下ヶ 4.8 

88 111 408 D-13 (19) 7.2X7.9 1. 9 136 下，' 7.1 

89 117 414 G-15 (19) 8.4 X9.] 2.7 278 右下・右緩 6.0 

90 158 1202 J-24 (19) 6.7X7.9 2 .1 150 ド縁 5.8 

91 160 J-24 (19) 7.8X8.6 2.0 185 右，' 5.2 

92 161 1099 401 F-10 (19) 8.0X8.l 2.3 208 f-石縁 7.3 

93 162 J:ll9 K-24 19 7.4X8.3 2.2 165 左ド縁 3.8 

94 163 1322 402 K-24 19 7.3X8.2 2.1 172 下縁 4.9 

95 164 E-9 19 5.5X6.2 ]. 7 77 ド縁 ~-1 

96 167 1380 I~23 19 7. 7X8.6 2.0 216 f-右緑 10.5 

97 168 1032 F-12 19 6.0X7.0 1.8 108 下～右F縁 6.0 

98 170 405 E-9 19 7.0X8.6 2.0 187 下～わ下，' 7 7 

99 171 J-24 (19) 5.8X6.l 1. 6 83 左～左ド，' 7.0 

100 173 1119 411 E-10 19 7.6X8.3 2.2 186 下～右f,, 11.0 

101 174 B-13 (19) 6.3X7.2 1. 8 103 下縁 4.2 

102 176 C-15 (19) 8.1 X8.0 1. 9 184 
右上～右～

6.3 
右下縁

103 177 287 407 F-14 (19) 7.7X8.0 2.3 209 下～右下縁 9.0 

104 178 1041 409 F-12 19 8.5X9.3 2.2 225 下～右トーケ 7.2 

105 179 1008 403 G-12 19 7 6X9.0 2.4 228 F縁 6.8 

第17表 螺蓋利器諸訳 (N類 1)

No. 遺物番月 図面番片 挿閃番号 出土区 柑 大きさ cm 原味 cm 重址 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

106 ， G-21 G-21 (19) 8.5X9.4 2.5 268 下・右縁 2. 7・4 ~,- 6. 7 

107 14 G-3 (19) 7.8X8.9 2.1 206 左・右縁 6・3.8 計 9.8

108 18 G-4 (19) 7.5X8.4 2.0 170 右左縁・左f・ 2.4・1.0・6.3 
丘十 9.7 
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第17表 螺蓋利器諸訳(N類 2)

No. 遺物番号 ［刃面番号 挿図番号 出土区 層 大きさ cm 厚味 cm 菫鼠 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

109 21 ．般 (19) 7.5X8.3 2.2 184 下・右ド緑 1.8・2 .8計 4.6

110 25 421 ー一 般 (19) 7.8X8.7 2.3 208 左・下 ,, 5. 7・6.0計]] 7 

111 26 D-13 (19) 7.4X8.0 2.3 175 左・下・右，' 2.5・4.4・3.ZJtlO 1 

112 27 B-15 (19) 7.6X8.7 2.1 190 K・下・右縁 3.8·4.8·0.9~ 「9.5

113 30 181 C-20 (19) 7.7X8.6 2.1 192 左ド・ト:,, 1.3・3.7且t5 0 

114 32 B~5 (19) 7.7X8.6 2.3 210 下・{; ,, 2.8・2 .2且t5.0 

11日 33 416 c-7 (19) 8.1 X8.9 2.0 212 下・右下，' 2.8・1.8言I3.8 

116 35 G-50 (19) 8.0X8.9 2.3 216 
ト・ {i-上

5.2・4.3計 9.5
縁

117 37 D-13 (19) 7.4X8.0 1.9 163 左・f・右縁 5.8・0.7・3.5社10

118 38 417 G-38 (19) 8.0X8.8 2.1 204 下・右 ，' 1.1・4.3計 5.4

119 41 D-16 (19) 7.4X8.4 2.0 164 左下・右，' 3 .8・3 .4計 7.2

120 42 D-16 (16) 7.3X8.8 2.3 192 左 ・右ヶ 5.1・6. 7計11.8

121 48 420 G-27 (19) 7.9X8.6 2.2 220 
左下・右F

4.0・6.2月rlO2 
縁

122 Sl 
A・B・ 

(19) 7.7X8.4 2.1 180 左・右ド～ド緑 2.6・7.lJ十9.7
C-15 

123 S3 C-14 (19) 8.2X9.l 2.3 224 ト．・右上緑 6 .2・2. 7計 9.9

124 58 s~14 (19) 7.4X8.7 2.2 201 左 F・下縁 0.9・8.9計 9.8

12り 60 422 G-27 (19) 7.9X8.5 2.3 208 
左・左下・

2. 8・3. 8・4 Jt 9. 8 
右ド縁

126 61 427 表 7.7X9.0 2.2 186 
左・ 左下・ 3.2・0.6・0.7・ 
右下～上縁 10.5 計15

127 62 419 (19) 7 .4X8. l 2.2 174 下・右縁 4.1・3 .8計 7.9

128 63 c~31 (19) 7.~xs.o 2.0 178 
左・ド・右 1.8・3.5・4.8・2.2 

-r. 縁 計12.3 

129 71 D-13 (19) 5.5X6.0 1.6 73 
左下～右ド 6.4・17計 8.1

・右縁

130 72 424 (19) 6.3X6.9 1.9 112 
左下・右下 4.2・2.6・2.8 

・右縁 計10.6

1:11 74 G~33 (19) 4.8X5.3 1.6 50 
左上・左ド 3.0・5.1計 81 
～下縁

132 79 G-47 (19) 7.3メ8.1 2.1 170 左・下・右諒
2.1・1.3・5.3 

丘tlO.7 

133 80 C-14 (19) 7.9X8 7 2.3 209 左・下 ,, o.s. 1.4~r s.2 

134 81 C-15 (19) 7.4X8.2 2.2 181 ド・右縁 2.9・1.3 H ,1.2 

135 86 152 8-16 (19) 7.3X8.7 2.2 208 
右下・右卜．

2.5・1.8計 4.3
縁

136 90 B~12 (19) 8.0XS.3 2.4 226 左・ド右縁 3.3・4.6・2且t9.9 

137 91 408 C-17 (19) 8.2X9.3 2.2 223 下・右 ，' 6.8・2 .8計10.6

138 92 331 126 F-18 (19) 7.1X8.1 2.2 200 
左・下～ 2.8・9 4 ;ltl2.2 

トト^ 縁

139 103 (19) 6.0X6.7 1. 5 93 
右ド～右卜．

5.2 叶・52 
縁

140 105 E~15 (19) 7.6X8.5 2.3 197 上.ti上縁 2. s . 1. 5 lir 4. 3 

141 106 423 B-15 (19) 7.5X8.7 2.2 203 
左ト・下～ 1.4-11.6計13.0 

右縁
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第17表 螺蓋利器諸訳(N類 3)

No. 遺物番号 図面番号 挿図番号 出土区 層 大きさ cm 厚味 cm 重量 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

142 107 429 G-26 (19) 8.0X8.8 2.3 206 
左～下・上

8.4・11.2計19.6
～左上縁

143 115 G-20 (19) 8.0X9.0 2.3 214 下・右縁 5.8・0.8計 6.6

144 151 1077 F-11 19 7.8X8.7 2.3 207 左・右下縁 2.8・3.8計 6.6

145 159 訃'"＜』 (19) 8.0X9.0 2.4 238 F・右縁 4.7・1.0計 5.7

146 165 F-11 19 7.8X8.l 2.1 220 左・右縁 4.5・3.2計 5.7

147 172 E-9 19 7.3X8.5 2.0 166 左下・右，' 5 .4・2 5~t 7. 9 

148 175 418 E-9 19 7.5X8.4 2.0 181 
左下～右下

9 .5・3.1計12.6 
・右縁

149 195 317 E-14 (19) 7.4X8.3 2.0 187 左・下・右縁
1.7・1.8・0.9・2.0 

計 1.6

150 196 430 F~19 (19) 6.9X7.0 2.0 131 
左下～右下

21.2 ,lt21. 2 縁

151 197 1317 428 K-24 (19) 7.3X8.0 2.1 168 
左上～左．

4.5・11 計15.5
下 ～ 右 縁

152 198 1037 F-12 19 7.4X8.4 2.2 180 
左～下・右

9. 7・2.4計12.1 
縁

153 199 1086 425 E-12 19 8.2X8.8 1 9 200 
左・ド～右

3 .5・7 .8計11.3 
F 縁

第18表 螺蓋利器(V類 1)

No. 遺物番号 図面番号 挿団番号 出士区 層 大きさ cm 原味 cm 重量 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

154 3 434 G-1 (19) 8.3X9 3 2.6 242 
k-下-.{_,

13.2 
縁

155 4 432 C-11 (19) 7.7X8.7 2.2 197 
左～下～右

16.7 
縁

156 5 431 D-18 (19) 7.5X8.9 2.2 196 
上・左・ 右

1 6・2.2・13計168 
ド紋

157 31 436 c-11 (19) 8.3X9.2 2.3 234 
左～下～右

16.2 
縁

158 54 442 G-1 (19) 8.0X8.9 2.4 206 
左～下～右 17.8 

録

159 55 433 一般 表 7.7X8.5 2.3 178 左～ド縁 12.5 

160 73 433 441 B-17 (19) 7.7X8.7 2.2 200 左卜:_下ヶ 10.3 

161 76 C-11 (19) 7.4X8.4 2.1 177 
左下～ド～

13.2 
右縁

162 84 151 444 G-22 (19) 8.3X9.5 2.3 250 
左～下～右

13.8 
下縁

163 89 321 D~lS (19) 7.3X8.2 2.2 178 
左下～下～

11.3 
右績

164 166 F-12 (19) 6.2X7.1 1.9 119 
左～下～右 9.2 

下縁

165 169 1049 F-12 (19) 7.5X8.2 2.2 184 
左～下～右

10.6 
下辣

166 180 440 E-9 19 7.4X8.3 2.2 186 
左-f-右

13.7 
縁

167 181 435 E~9 19 7.3X8.1 2.2 172 
左～下～右 14.0 

縁

168 182 1257 413 K-23 19 7.9X9.l 2.3 224 
左～下～右

16.4 
縁

169 183 445 J-24 (19) 6.5X9.3 2.4 225 
左～下～右

12.8 
縁

170 184 G~l6 (19) 8.4X9.0 2.7 252 
左下～下～

10.8 
右縁

171 185 E-15 (19) 7.3X8.2 2.0 169 
左f-下～

11. 2 
右下縁

172 186 E-11 (19) 7.6X8.3 2.0 180 下・右縁 7.8・1.7計 9.5
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第18表 螺蓋利器諸訳(V類 2)

No. 遺物番号 図面番号 挿図番号 出土区 層 大きさ cm 原味 cm 重拭 g 欠損部分 欠損部分の長さ cm 

173 187 1324 K-24 19 7 3X8.9 2.4 228 左～ 卜～ 縁右 13 8 

174 188 1241 K-23 19 7 l X8.5 2 0 172 左～ 下～ 右縁 13.2 

175 189 1170 J-23 (19) 5.5X6.0 1 5 74 左～ 下～ 右緑 11.8 

176 190 1202 438 J-24 (19) 8.6X9.4 2.4 259 左下～右下縁～ 15.2 

177 191 1085 E-12 19 7.4X8.4 2 2 191 左～ 卜上～縁右 19 4 

178 192 1098 F-10 (19) 8.1 X8.9 2.1 214 左下～右下F緑～ 10.2 

179 193 99 439 J-25 13 7.8X8.9 2 2 194 左~F~右 23 8 
～士．縁

180 194 1200 437 J-24 (19) 8.5X9.0 2.3 245 
左下～下～

17.5 
右縁

貝札 (446)

この貝製品は上辺 1.3cm, 下辺 2.3cm, 高さ 1cmの台形に近い形をしている。中央部には台

形の細刻を行ないその中に三角文を彫り込んでいる文様を施している。貝殻はイモガイの可能

性が晶い。

貝殻品

概報では貝小玉を 6点上げた。 これらは現在の海岸で簡単に採集されるため，今回は貝殻品

として簡単に報告する。イモガイ類のもので 0.5cm-l.5cmの大きさである。

4) 鉄製品 (447-451)

鉄製品は10点出土した。鉄製品の中には完形品が 2点出土している。447はヘラ状鉄製品で

長さ 10.0cm, 幅 5cm, 厚さ 0.7cmのものである。柄の取り付け部が長さ 1.8cm, 幅 1.5cmであり，

繊維痕が残っている。先端部は90度の尖具合で原さは薄くな っている。器種としては奄美地方

に多いヘラが考えられるが，今後の調査で類例の検討が必要である。448はつりばりである。

長さ 2.8cm, 厚味は 0.4cmで，かえりは付いていない。他の製品は形態不明である。

第19表 鉄製品諸訳

番号 I挿図番号 I出土区 1陪 I特 徴 II 番号 l 挿医番号 l 出土区 I~'1 I 特

徴

447 I 447 I F-20 19 ヘラ状鉄器

448 I 448 I C-15 (19) つりばり

449 I 449 I B-13 (19) 扁平状

I• ~ii 
446 

450 I 450 I K-231191 L状に屈接・断面が方形

451 451 G-9 13 断面が円形
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第57図 長浜金久第 I遺跡貝製品実測図(19)
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第58図 長浜金久第 I遺跡の貝器(1) I類
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第59図 長浜金久第 I遺跡の貝器(2) II類
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第60図 長浜金久第 1遺跡の貝器(3) Ill類
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第61図 長浜金久第 I遺跡の貝器(4)
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第62図 長浜金久第 I遺跡の貝器(5) V類
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第63図 長浜金久第 I遺跡の鉄製品実測図
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第m章遺跡の概要

第 2節 長浜金久第［遺跡の概要

1'遺跡の概要

長浜金久第 1I遺跡 2概要

長浜金久第 II遺跡は第 I遺跡の海庁側に対して山手側の貝塚遺跡である 第ll遺跡は第 1次

調査で発見された第1I地、古の遺跡である

第 1次調査では 9ヶ所の 1、レンチを入れ，崖石遺構と人骨及び包合層を確認、した。第 2次調

査で」：層断面を検討した結果，人骨は砂丘形成の状況から，本遺跡とは異なる時期のものと判

断できた。 （人骨は新砂丘内に検出）

第 2次調査の調査面積は約 160m'で遺跡を約 4m輻で束両に縦折する形になった。第 3次調

査では住居跡の部分を拡張し住居跡令体を確忍した 11tj側は山「でで住居跡．炉跡．土壊が検出され

東側の海岸間に貝塚が形成されている。この遺跡は旧砂丘上にで彦たと考えられ遺跡の生活面

が海岸側では 2--3 m急傾斜し，旧海岸線と思われるところは表面が摩耗した貝殻やサンコか

多く出土した。この旧砂丘は幅が約30mで山手に向って薄くなっている。また住居跡や土壕の

あるところは若干凹地になっている。 （第14図参照）

包含層の標高は約 8.8mあり，厚さは約30~20cm, 輿行は約 Sm位で，部分的には貝の秤粕

か異なるがマガキガイ，アマオブネ，スイジガイ， クモガイ算がみられ， とくにイソハマグリ

は9ヶ所貝殻集中箇所かみられ大きなものは 3mにもおよぶ箇所もあった 0 また，貝塚の中に

炭や灰が 5ク所で認められ， 50~70cmのfI J形状を呈していた。 （第68図）

2. 遺構

住居跡（第69図）

住居跡は A-5区で検出した。表面からの深さは約 1.5mで，旧砂丘を掘り込んであり，住

届跡の規模は 2.3X2mの角丸ガ形で深さ約20~30cm0)堅穴住居跡で東間の壁と西側の壁 1こ

は石が組み殴かれている。この石は砂丘であるため壁の崩壊を防ぐためと考えられる。遺物は

長浜金久タイプ（嘉徳lb式も含む）の土嵩や骨角岱が出I:している。

炉跡（第69図）

A-4区で検出した。住居跡の西側で表面から深さ約 1.5m下で発見した o 20~30cmの石を

敷いたもので中央は若T-くぼんでいる。中には仄・炭が多くみられ，その卜に40m位の平たい

伍をかぶせた状態（破棄した石）で検出した。規模は直径80mのド］形状である。

土壊A•B(第69·70図）

Aは径 1.4m, 深さ約18cmの円形で若干ゆがんだ形をしている。中には石や貝製品の壊われ

たもの，貝輪製作時に出る貝殻の破片や貝殻等が出上した。検出位殴は B-5区で住居跡の南

側にあたる。性格は不明である。 BはA-8[叉に検出したもので縦約 2.lm, 横約 0.6m, 深

さ約30cmで長方形をした上墟である。表面からの深さは約 lm位で新砂丘内に検出した。 t: 堀

の中央は黒褐色を里する。士城内に遺物はなく，土城卜面に石が検出した 3 性格は不明である。

4) 集石・遺構（第66[,i])

第 8トレンチより第m柑に検出した c 20cmの位の石を積み上げたもので，径は60cmであった。
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第m章遺跡の概要 長浜金久第Il遺跡

5)埋葬（第54図，第61図）

lトレンチの南側壁面に深さ約 160cmの砂層中より頭蓋が発見されたのでトレンチを拡張し

て人骨全体の検出を行った。人骨の主軸方位は N-44°-E。脚は膝を強く折り曲げ，下腿を立

てた状態にし，右膝の位置は左膝より若干高く，両膝は中心線より右側寄りに位贋する。両足

首は左側にそろえてある。椎骨はほぼ水平に近い。頭蓋はわずかに右側に傾斜しているが仝体

的にほぼ仰臥となる。腕は左右とも伸ばし，骨盤あたりに置く，埋葬形態は仰臥屈葬（下肢）

となる。

タケノコ貝製加工品（第61図）人骨の左側課の下位から出土した。全長 5.4cm。「 a」, 「b」

面をていねいに研磨し水平な面を作り， 3対の穴 6個が穿かれている。貝の径が大ぎい部分は

必然的に穴も大ぎくなり，上位から下位へと穴も小さい。

この層より出土した遺物は外耳土器と丸底の小形土器が出土している。

(1) 平面図
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第71図 長浜金久第 1I遺跡埋葬状況図
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第m章遺跡の概要

3. 人工遺物

1) 土器

長浜金久第II遺跡，人工遺物

本遺跡で出土した土器を文様・器形・形態に分類した。 452- 456をI類， 457- 465をII

類 a,466-516をII類 b, 517 - 521をII類 C, 522 - 535をII類 d,536 - 543をII類 e,

544 - 547をm類， 548をN類， 549- 562をV類， 563- 569をVil類， 570- 571をVIII類，

572・573をVIII類， 574をIX類， 575をX類， 512をXI類とした。そして，底部は 576-607, 土製

円盤は 608-611 に示した。なお鹿児島県埋蔵文化財報告書31で分類しだのは23・24・27がI

類にあたり前回報告書の I 類と II 類の•部になっている。 II 類の a は 25·26でリ類の b は28-

36, II類の C は42で前[u]と同じである。 II類 dは43・52で前回の d・eを同じであり， II類 e

は47・48・52で前回の分類と同じでII類 eと全体を変更した。なお II類-x類もそれぞれ変更

した。

第 I類 (452-456)

この土器は口縁部が直行ないし，やや外反する器形で文様は押し引ぎと，雷文にみられる折

れ線と折れ線で区画しその中を押し引きする類である。 452はやや外反する口緑部で口唇部は

平坦面をなしている。文線と上から 6条は乎行押し引き文を横走させて， 8条目は折れ線に沿

って押し引ぎ文を折れ線状に施こしている。口唇部にも押し引き文を 1条施している。 453は

やや外反する口縁部で口唇部は平坦面をなし，器面には二角形の押し引ぎ文と折れ線区画文の

組み合せの文様を施している。 454は直行する口縁部で口唇部に突起を付けている。文様の最

上段は横走の三角形押し引ぎ文を付け，その下は折れ線区画文を横位に並べその区画文にそっ

て折れ線状に押し引き文を施している。 455は直行する口縁部で押し引き文と折れ線で文様を

つけ，口唇部にも押し引ぎ文を付けている。 456は口縁部近くの士器で折れ線と押し引ぎ文を

施している。

第20表 第 I類土器諸訳

番号 出土区 層
色 調 胎 土 焼成 番号 出土区 悶色 調 胎 上 焼成

位

452 B~6 
4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 454 A-6 4 黒茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良B-7 

453 A-6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 455 A-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

454 B-6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

第n類 a (457~466) 

この土器類は折れ線区画文と縦長の施文具による刺突（細長刺突連線文）の組み合せで文様

を施している。また胴部には鋸歯文を数条で菫ね描く （重鋸歯文）文様を付けている。 457は

直行する口縁部で最上段には縦長刺突文を横走させ，その下には折れ線区画文を横位に連続さ

せている。胴部近くには鋸歯文の一部がみられる。 458は口縁近くで下に細長剌突連続文を横

走させ，その間は折れ線区画文の中に縦長刺突連続文を施している。 459は直行する口縁部で

上位は沈線で挟む細長刺突連続文を付け，下位は折れ線で区画細長刺突連続文を施している。

胴部の一部には鋸歯文がみられる。 460は口縁下部から胴部にかけての上器である。口縁部は
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第川章遺跡の概要 長浜金久第II遺跡，人工遺物

細長刺突連綺文を沈線で挟み横走させ，下位は折れ線区画にそって刺突している 3 胴部は 5

条の重鋸歯文を施こしている。 461も460と同じ文様帯を付けている。 462は底部が欠けている

土器であるが器形が良くわかり，高さ 18.5cmの土料である。［］縁部は「］径16.8cmでやや外反する

山形口縁で見込みは四角形になっている。山形部のn唇部には 2本の刻みを入れ， 3つの凸部

をつくっている。 n縁部の文様は上位に沈線で挟む細長刺突連続文を横走させ，下位は折れ線

区画による構成をつくり，区画内も区画に沿って細長刺突連続文を施している。この文様帯は山

形口縁に沿って付けている〕胴部ぱややふくらみのある料形で， 文様は 3条の前鋸歯文

帯を廻らし，その鋸歯の間にも 3条の鋸歯を上ドにつけ，あたかも重鋸歯文を 2重に施した様

にみせた構成をしている。なおこの文様帯の上辺に 1本の沈線を山形n縁に沿って付けている。

底部は平底しか出土しておらず，平底の器形と思われる。器面調整はヘラ調整によるハケ目文

が上下にみられる。 463は直行する rJ縁部で[]唇部はややふくらみがある。文様は折れ線区画

でなく，長方形の区画を施こし，中に区画に沿った細長い刺突連続文を縦位に施こしている。胴

部は 462と同じ重鋸歯文を付けている。 464は口縁部の一部で縦位と横位の細長い刺突連続文

を施ごしている。 46日は口縁部の一部で折れ線区両内に沿って細長刺突文を連続させている。

466 iま口径27cmの若干口縁部が外反し， n唇部には 4箇所に台形突起を付け胴部はやや丸味を

もつ岱形で高さ26cmの完形に近い土岱である。文様は「l泉蒙部に 2段の折れ線区画を付け， その

中に長ガ形の刺突連続文を施している。胴部は 3条の沈線による重鋸歯文を廻らし，鋸歯と鋸

歯の間のF位に 2条の鋸歯を施している。謡面調整は箆調整によるハケ目文が胴上部に横走し，

胴ド部は縦走している底部の底は接合しなかったが平底しか出土していないので平底の底部と

思われる。

第21表 第 Il類 a土器諸訳

番号 出t区
層

色 調 胎 土 焼成 番号 出士区
層

色 調 胎 土 焼成
位 位

457 ~ 甜支 賭茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 462 A・B-6.7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

,158 B~6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 163 ー・ 骰 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

/459 A~7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 464 一般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雰母 良

460 A-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 465 B-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲け 良

461 A-7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 466 A-6. 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

n類 b (467-516) 

ごの土器類は口緑部に沈線で挟まれた細長刺突連続文をt下に施し，その間は折れ線区画を

付けるグループで，胴部の文様は重鋸歯文を施すものが主体である。

467は口径25cmの外反する山形口縁をもち，頸部で若干締まり，胴部は丸味をもつ高さ 25cmの

土器である。見込は四角形で山形口縁は 4ヶ所ある。山形口縁の［］唇部は 2ヶ所刻みを入れて

いる。口縁部の文様は上下に沈線で挟んだ細長刺突連続文を付け，その間は折れ線区画を沈線

で施している。その折れ線の横線は 2本平行である。胴部は 3本沈線による菫鋸歯文を付け，

鋸歯部の反対側にも 3本組の鋸歯を施し，あたかも 2つの菫鋸歯文を組み合わせた様な文様構
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成をしている。 468 は山形 IJ縁部の部分で，口唇部には 2つの刻みを入れ，やや外反する土

器である。山形口縁の口唇部には 2つの刻みを人れ，文様は上下に細長刺突連続文を付け，間

には折れ線区画文を沈線で山形状に施している。胴部の文様は 3条の重鋸歯文を付け，鋸歯の上

部間に鋸歯を人れている。 469は468と同じ構成をしているが， n唇部の刻みは浅く，上位は

細長刺突連続文を沈線で挟んでいる。諾形は 467と同じと考えられる。 470は細長刺突連続文

を沈線で挟みk位に 2段施し， ド位に折れ線区血文がみられる。器形は467と同じと考えられる。

471は山形口縁の口唇部の刻みは浅く，細長刺突連続文は押し引き状に施している。協形は，

467と同じで文様構成は 469と同じであるい 472は山形し1縁部で苔闘形は 467と同じと思われる。

文様構成も 469と同じである。口唇部は平坦で幅が広い。 473は口縁部から胴部にかけての土

器でやや外反する山形口縁の器形である。文様は山形に沿った形で付けられ， I: ・下に沈線で

挟まれた細長刺突連綺文を付け，その間を折れ線尻画の沈線で施している。その折れ線の横線

は二本平行になっている。なおこの土器は胴部に童鋸歯文が施されていない。 474は 467と文

様構成は同じであるが器形は口縁部の外反が少ない。 475は器形が 467と同じ賠形で口縁部が

外反し，文様は 470と同じで口縁部の細長刺突連続文は 2段あり，刺突具は半戴竹管状の施文

具である。なお口唇部の刻みは 1つで浅い。 476は諾形は直行ずる口緑でコーナーの部分であ

る。文様は 467と同じ構成で上・下の細長刺突連続文を沈線で挟みその間には折れ線区画を施

している。その折れ線の区画は 2本平行になっている J 胴部は重鋸歯文を施している。 477は

薄手の土器で山形口縁をもつ外向する僻形である。文様は 476と同じ[_)縁の文様であり，胴

部の文様はない。なお文様は山形口縁に沿って付けてある。 478は直行する口縁部で上位に細

長刺突連続文を沈線で挟み，下位は折れ線状に細長刺突連続文を施し，中位は折れ線区間］を横位

に施している。 479は直行する山形口縁で文様は上位に細長刺突連続文を下位に沈線で挟んだ

細長刺突連続文を付け｀中部に 2段の折れ線区両文を横位に施しているっ胴部には重鋸歯文の

一部がみられる。 480は直行する口縁部で平飢な口唇部である。上・下位に細長刺突連続文を

沈線で挟み施し，中位に折れ線区画を横位に施している。 481は直行する山形［］縁部で卜．位に

細長刺突連続文を付け，その下に 2段の折れ線区画文を施している。 482は直行する山形口縁

で細長刺突連続文を交互に施している。 -183は直行する山形口縁部から胴部にかけての上器で

ある。口唇部は平坦で幅が広い。文様は口縁部に沈線で挟まれた細長刺突連続文を J-:.中・ド

と二段に付け，その間に長さの長い折れ線区画を施している。胴部は 476と同じ里鋸歯文を施

している。 484はやや外反する山形口縁の土器で口縁部にはK位に細長刺突連続文を施し，中

部には 2段の折れ線区画文を横位に，下位に沈線で挟まれた細長刺突連続文を付けている c 胴

部は重鋸歯文が施されている。 485は直行する lJ縁部で上位に細長刺突連続文を付け，その下

に折れ線区画文がみられる土器である。 486は細長刺突連続文と折れ線区画文を施した土沿で

ある。 487は直行する口縁部をもち沈線で挟んだ弧状細長刺突連続文と折れ線区画を施した上

器で，細長剌突連続文は若干曲形をしている。 488は細長刺突連続文と折れ線区画文と重鋸歯

文があるが折れ線区画文と菫鋸歯文とは接し， 492と同じ構成と息われる。 489は 2段の折れ
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線区画文の下に沈線で挟んだ細長刺突連続文を施し，その下に重鋸歯文がみられる。 490は

直口する口縁をもち，口唇部には台形突起を付けた上器で，口縁部には沈線挟みの弧状細長刺

突連続文を上・下位に，中位に折れ線区画文を施している。胴部の文様は箱形の X文をつけて

いる。 491は弧状細長刺突連続文を折れ線区画文の下位に重鋸歯文がみられる。 492は山形「l

縁で口唇部に小さな突起をつけたやや内行する口縁部である。文様は口縁部に折れ線区画を

上・下位に，中位に半載竹管状の連続刺突文を施している。胴部は菫鋸歯文を施している。

493は山形II縁をもつ土料でやや外反する口縁部である。文様は沈線挟みの刺突連続文を上・

中・下位にその間に折れ線区両文を施している。この文様は山形口縁に沿って付けている。胴

部は重鋸歯文を施している。なお山形部は縦に稜線部がみられ，見込は四角形と息われる。

494は［」縁に折れ線区画文，その下に刺突連続文をつけ，胴部に重鋸歯文を施している。 495

は直口する口緑部で，刺突連続文と折れ線区画の組み合せの文様を施している 0 496は外反す

る口縁で細長刺突連続文と折れ線区画がみられる。 497は直行する口縁部で細長刺突連続文と

2段の折れ線区画文がみられる。 498は直行する口縁部で沈線挟みの細長刺突連続文と，折れ線

区画文の組み合わせである。円形の補修孔もある。 499は小形の土器で直行する口縁で胴部は

中側に曲っている。文様は口縁部に刺突連続文と折れ線区画の組み合わせを行ない，胴部は重

鋸歯文を施している。 500は外反する口縁部で弧状の細長刺突連続文と折れ線区画文の組み合

わせで，折れ線の横線は 2本平行である。 501・502Iよ503と同じ文様であるが外反が少ない。

503は口縁部が欠けているが 500~502と同じ文様・ 器形と思われるず。 505は直行する口縁部

で細長刺突連続文と折れ線区画の組み合わせで，折れ線の横線は 3本平行線になっている。 424 

は住居址から出上しだ土器で直行する口綬である。上位 2段に半載竹管状の剌突連読文がみら

れ，そのF位に横線が 2本平行になる折れ線区画を施し，その下に半歓竹管状の刺突連読文を

施し，その下にも折れ線区画の一部がみられる。 506は外反する山形口縁でII唇部に小さな突

起が山形を挟んで 2ヶ所に付けてある。文様は日立に 2列の刺突連続文を施し，下位に折れ線

区画の一部がみられる。 507・508は直行する口縁部で細長刺突連続文と，折れ線で文様を構成し

ている胴部には重鋸歯文がみられる。 509は刺突連続文と折れ線区画文の._. 部がみられる。 LJ

縁上位では外反する。 510は直行する口紋部で沈線で挟まれた細長刺突連続文と，重鋸陥文と組

み合わせた文様である。 511は外反する山形口縁で沈線で挟まれた細長刺突連続文を上・下位

に，中位には重鋸歯文をつけ，胴部にも重鋸歯文の 1部がみられる。コーナーの部分であるた

め縦に稜がみられる， 512 は直行する「7縁部で I:位 2条の細長剌突連続文があり，その下

に重鋸歯文が施されている。 513は512と同じ文様の下に 2条の沈線で挟まれた細長刺究連続

文がみられる。 514は直行する［］縁部で沈線挟みの細長刺突連続文が 2条みやれる。 435は若

＋外反する口縁部で沈線挟みの弧状の細長剌突連続文と， 2~3本で構成された X文の組み合わせ

の文様を施している。 515は 514と同じ文様構成であるが器面に横走する条痕がみられる。
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第22表 第 11類 b土器諸訳

番号 出土区 悶 色調 胎 上 焼成 番号 出土区 喜 色調 胎 土 焼成

467 7トレンチ 2 
賭茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 492 A - 6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

14) 

468 A~7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 493 ー一般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

469 B - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 494 A - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

470 B - 5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 495 A~2 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲栂 良

471 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母・ 良 496 A - 7 4 II音茶褐色 サンゴ•長石・雲母 良

472 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲屈 良 497 A - 7 4 賠茶褐色 サンゴ・長石・雲屈 良

473 B - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 498 B - 3 4 賠茶褐色 サンゴ・長石・雲丹 良

474 B - 7 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 499 A~6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

475 般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 500 A - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

476 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 501 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

477 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲付 良 502 A~6 4 暗茶褐色 サンコ~•長石・雲母 良

478 7トレンチ 表 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 503 A - 5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

479 般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 504 7トレンチ 表 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

480 A - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 50:i 住居址内 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

481 4トレンチ 3 暗茶褐色 サンゴ・長伍・雲母 良 506 7トレンチ 2 茶褐色 サンゴ•長石・雲［：｝ 良
(4) (4) 

482 般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 507 A - 5 4 暗荼褐色 サンコ・長石・雲母 良

483 A~7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 508 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

484 4トレンチ 3 時茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 509 A - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良
--

485 B - 6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 510 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

486 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲栂 良 51] B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

487 7トレンチ 表 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲址 良 512 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石•雲母 良

488 B - 5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲栂 良 513 B~6 4 暗茶褐色 サンコ・長石・雲丹 良

489 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 514 7トレンチ 表 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

490 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 515 7トレンチ 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

491 B - 5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲祉 良 516 B - 5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

I類 C (517-521) 

この類は数条の連点文と重鋸歯を組み合わせた文様をもつ土器である。

517は山形口縁をもつ外反した士器である。山形の口唇部には 3ケ所に刻みを入れ装飾して

いる。口縁部には 2条の連点文を山形口縁に沿って施し，胴部には 3条と 2条の重鋸歯文がみ

られる。 518は直行する口縁部で文様は 4条の連点文を施し， 3条の重鋸歯文が胴部について

いる。 519は 3条の連点文を施す口縁部で直行する。 520 は519と同じである。 440は胴部で

連点文と重鋸歯文の組み合わせである。
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第23表 第 lI類 C土器諸訳

番号 出土区 悶 色調 胎 土 焼成 番号 出上区 翌 色調 胎 土 焼成

517 
A-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 520 A~4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲丹 良B-3 

518 ー一 般 暗茶褐色 サンゴ• 長石・雲付 良 521 B-6 4 暗茶褐色 サンブ・長右・雲付 良

519 A-3 4 暗茶褐色 サンゴ• 長石・言母 良

I類 d (522~543) 

この類は口縁部に細長刺突連続文と連、,:_i,文を沈線で挟み，胴部は重鋸歯文またはそれに類し

た文様を施す土器群をさす。

522は直行する口縁部で 3条の細長刺突連続文を沈線で挟み，その下には三角区画の細長刺

突連続文を施している 0 524はやや外反した山形[I稼部で 3条の細長刺突連続文を沈線で上下

に挟んでいる。 525は直行した fl縁部で文様は 524と［日］し構成をしている。 526は1!1形n縁で

コーナーの部分である u 文様構成は 522と同じである。 527は直「lした［］縁部で文様構成は，

り25と同じである。り281よ直行した「］緑部で文様構成は 525と同じである。 529は山形口縁で

山形部のコーナーには縦線を入れ細長刺突連続文の上下には 2本の沈線で挟んであり，銅部の

重鋸歯文は 6本で構成している。 530は外向する山形「l縁部で文様構成は 523と同じである。

531は直[―1する山形L」緑でコーナ一部に縦位の連，点文と横位の連、1ば文を沈線で挟み，胴部は量

鋸歯文を施している。 532・533は直行する口縁で 1条の連，1仄文を沈線で挟み重鋸歯文を施し

ている 0 534は外反する山形「7縁をもち「］径は22cmで高さ 15cmの底部だけない上器である。胴

部は若干丸味をもつ。文様は口縁部に 2条の連点文を沈線で挟み，頸部：こ角を 2重にし， E/1i]渾

に4列の棒線を↑黄位に並へている。 S35はやや外反ずる口縁でこの類では口縁部の沈線が最ートー

段にない 0 536はり35と同じ構成で 3段の細長刺突連続文をつけ，最上段は沈線で挟ない u n[ri] 

部は重鋸歯文を施している。 11径は17cm, 高さは15cmで底部がない。 l1縁はやや外反し，山

形[J縁である 456は外反ずる山形LJ尋で 3段の連点文を施し，下位 2段は沈線で挟み，その

下は斜線で沈線内を埋めている。胴部も重鋸歯文である C 537は直行する L1檬部で 3段の連点

文があり， 下位 2段が沈線で挟まれてし)る』 S39は 538と同じで 459も同、形態である u 541 

はやや外反する［］縁部で文様構成は 537と同じで，頸部の沈線内を斜線で埋める文様が 2段に

なっている。 542は口径20.5cm, 高さ 15ぷcmの土岱で口唇部には 4ヶ所に 2つの突起を装飾し

ている。岱形は全体的に外向し，口朦部で若干外反する e 文様は [J縁部に 2列の三角連点文を

上・ドに沈線で挟み，胴部には蛍鋸歯文を 2重に施している c 賠面調整は箆によるハケ目調整

痕がある。 543は口径 9cm, 高さ 7.2cmの小形土化］である。全体的にやや外向し，平tLHJ縁で

ある。文様は 2段の連点文を口縁部に施しているが下段だけ沈線で挟んである。胴部は 4条の

重鋸歯文を施している，薄手の十器である。

第24表 第 I類 d土器諸訳 (1)

:: I::~I~I H; 苓二IサH:ゴ長石；母I:x II~::1·::~I~I B:~:§I サ月：ゴ長石；母 1 焼；反
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第24表 第 1I類 d類土器諸訳 (2)

番号 出上区
層 色調 胎 ± 焼成 番号 出土区 悶 色調 胎 土 焼成
位

524 A-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 534 A-7 4 茶術色 サンゴ・長石・雲母 良

525 A~6 4 賠菟褐色 サンゴ・長石・雲母 良 535 B-4 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

526 B-7 4 茶褐色 サンゴ・長石・ 雲母 良 536 A-7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

527 A-2 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 S37 A-5 4 暗茶褐色 サンコ~ • 長石・雲母 良

528 一般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 538 一般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲け 良

529 A-4 4 賠茶褐色 サンゴ・長石・雲屈 良 539 A-6 4 暗茶褐色 サンゴ• 長石・雲母 良

530 A~z 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 540 B-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

531 A-7 4 茶褐色 サンゴ・長石・雰母 良 541 B-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲/;} 良

532 B-7 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 '542 B-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

533 B-5 4 暗茶褐色 サンコ・長石・雲母 良 543 A-6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

皿類 (544~547)

この土器は口縁部が肥厚する土器で文様は沈線を鋸歯文状に施している。口唇部には押し引

き文と沈線文がある。

544は山形n縁をもち，口縁部に肥厚があり，その肥原帯に上・下の連点と 3条の鋸歯文

を施している。 545は山形口縁で上下に沈線を人れ，その中に 4条の重鋸椀文を施している。

546は小さな段と重鋸歯文を施している。 547は肥四帯に重鋸歯文を施している。

w類 (548)

この土器は 1点出土している。 548は山形口緑で外反する器形である。文様は重鋸歯文を 2

庫に施している。

v類 (549~562)

この士器は細い沈線で数条の文様帯で，縦・斜・横に組み合せる文様を施す類である。

549はやや頸部が締まった口頸部で平坦口縁である。文様は口縁端部に 6条の横縁を入れ，

縦にクサビ状の沈線を重ね，頸部から胴部にかけて 6ないし 9本の斜行する沈線帯を， 上位より下

位に施している。 550はやや頸部が締まった口頸部で文様，斜線がみられる。 551は口縁が外

反する器形で文様は縦線と斜線で組み合わせている。 552も 551と同様である。 553は横線と

斜線がみられる。 554は横線がみられる。 555 は縦線，横線がみられる 0 556 は横線と

斜線がみられる。 557は縦線，横線，斜線がみられる。 558は斜線がみられる。 559は横線と

斜線がみられる。 560は横線と斜線がみられる u 561は太い沈線の中に細い沈線が斜状に施し

ている。 562は横線と斜線がみられる。なお 549~552は口縁部で 553~562は胴部である。

VI類 (563~569)

この土器は口縁に突帯を付け，口頸部に荒い沈線を縦・横・斜に施文する土器である。 563 

は口縁部に突帯を貼り付け，口唇部は連点を施し， 1本の縦と横の沈線に斜の線を入れている。

564 ~ 566は口縁部で突帯を貼り付け，縦，横，斜の沈線を施している。なお 565は口唇部に

連点がある。 567は568は頸胴部で荒い沈線を縦・横・斜に施している。
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VlI類 (570・571)

この土器類は縦，横，斜の沈線をていねいし，短く，規則的に施している t器で， 570は縦

と斜に， 571は横と斜に沈線を施している。

vm類 (572・573)

この土岱類は沈線文と下位に刻目突帯文を施す士料である。 572は頸部でrI縁部に籠目文を

曲線で描き斜の刻目突帯を横位に貼り付けている。 583は頸肩部で，肩部に刻目突帯を貼り付

け，頸部に数本で籠目文を直線に描いている。胴部には文様がない。

区類 (574)

1点出土している。縦と横の沈線を連点で文様を構成し．皿類の口縁肥厚の器形である 3

X類 (575)

この土器は無文の土器である。

575は山形口縁で，口唇部には装飾された山形部が突起状にみられる。器形は直行する口縁で

ある。

第25表 第llI~X類土器諸訳

番 出 J:区 層
色調 胎 土 悶門 出土区 悶 色調 胎 土 讐号 位

544 7トレンチ 2 
暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 560 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

141 

545 A - 4 4 II音茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 561 4トレンチ 3 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良(4) 

546 般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 562 B - 4 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

547 A - 2 4 賭茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 563 9トレンチ 3 
賠茶褐色 サンゴ・長伍・雲母 良(4) 

:i48 A -- 6 4 賭茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 ~64 B - 5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

549 7トレンチ 3 
茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 565 9トレンチ上

3 茶褐色 サンゴ• 長石・雲母 良
14) (4) 

550 4トレンチ 3 
茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 566 9トレンチ 表 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

!4) 

551 B - 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雰母 粗 567 9トレンチ 3 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良(4) 

552 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 568 9トレンチ 3 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良
141 

553 B~3 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 569 B~7 4 暗茶褐色 サンブ・長石・雲母 良

554 B - 4 4 賭茶褐色 サンゴ• 長石・雲母 粗 570 B - 7 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

555 B~4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 571 B - 5 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

556 9トレンチ 3 
暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 572 A - 2 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良(4) 

557 B~4 4 11音茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 573 B - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

558 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 574 般 暗茶褐色 サンゴ・長石・ 害母 良

559 A - 4 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 575 A - 3 3 
明茶褐色 サンゴ・長石・＇襄母 良14) 

底部 (576~607)

深鉢の底部のみである。 576~ 580・588 ~591・602 ~ 599・601・602 は底部の縁が丸味気

味のものと，やや角味をもつもので， 581 ~ 587・590 ~ 600・603 ~ 607 ぱ角味ないし，張り出

しのあるものである。 581・590は底部の底面にイボ状突起を付けている。 (590は， 5ヶ所に
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みられる。）また590と592・593・598は若干上げ底気味である。

第26表 底部諸訳

番 出土区 層 色謁 胎 士 焼 胃 出七区 悶 色調 胎 上 焼

号 位 成 成

576 B - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 592 7トレンチ 2 
暗茶褐色 サンゴ・長石・言母 良(41 

577 B - 3 4 賠茶褐色 サンゴ・長石・雰母 良 593 
A - 5 

4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良B~3•7 

578 7トレンチ z 
賠茶褐色 サンコ・長石・雲母 良 594 A - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

(4) 

579 A~5 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 595 -、 般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

580 A - 2 4 賠茶褐色 サノゴ・長石・雰母 良 596 B - 6 4 陪荼術色 サンゴ・長石・雲母 良

581 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 597 A - 6 4 II彰茶褐色 サンゴ・長石・雲母！良

582 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・嗅母 良 598 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

583 B - 7 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 599 A - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

584 B - 3 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 600 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

585 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長い・雰母 良 601 A - 7 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

586 B - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・唸母 良 602 7トレンチ 2 
賭茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良(4) 

587 B - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 603 B - 6 4 暗茶褐色 サンコ・長石・雲母 良

588 A - 6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 601 A~5 4 暗茶褐色 サンゴ・長伍・雲母 良

589 B - 7 4 賠茶褐色 サノゴ・長石・雰母 良 605 B - 4 4 暗茶褐色 サンゴ・長11. 雲付 良

590 B - 7 4 暗茶褐色 サンコ・長石・雲母 良 606 A - 6 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲丹 良

591 A - 7 4 暗褐色 サンゴ・長石・雲母 良 607 般 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良

土製円盤 (608-611)

4点出土している 0 608は 7.3 X 6 .4cmで隅丸方形を足している。 609は 3.4X2.7cm, 610は

3.2X3.0cm, 611は 2X 2.4cmの大きさである。

XI類の土器 (612・613)

この土器は新砂斤出上の上器である。 612は丸底の小形土器である。器面調整は良くない。

色調は明茶褐色を屋す。 613は耳付き土器で壺である。肩部に輻 7mm, 高さ 5mmの紐状の短帯

を施している。器面調整はていねいで色調は明茶褐色を呈する。

これらの上器は新砂丘から出土しているため，同じ砂丘から出土した人骨と閃連があると考

えられる。

この耳付き土器は焼成，胎土から弥生期と思われる。同町のサウチ遺跡では耳付ぎ十器の甕

形土器が出土している。

第27表 土製円盤と外耳土器諸訳

番号 出土区 層位 色調 胎 J: 符 番号 出十．区 層位 色調 胎 上
焼
h梵

608 B~6 4 茶褐色 サンゴ・長石・雲母 艮 611 一般 暗茶褐色 サンゴ・長石・雰母 良

609 B-7 4 茶褐色 サンゴ・長石・雰祉 良 612 A-8 新砂丘 明茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良

610 ー・ 般 4 暗茶褐色 サンゴ・長石・雲母 良 613 A-8 新砂丘 明茶褐色 サンゴ・細砂・雲母 良
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第m章遺跡の概要

2) 貝製品 (614-727)

1. 貝輪

長浜金久第 II遺跡，人工遺物

貝車品は 114点出土した。内訳はオオッタノハ製貝車盆が 113点， ゴホウラ製貝輪が 1点である。

すべて破損品で 4組が接合した。その中の 2組が完形になった (533-535・539)。大体は研磨

され，白地に赤褐色の文様を出している。また，内縁・外縁も角を研磨されている。完形にな

った貝輪 532は外周径が7.2 X 5.8cm, 内周径5.8X4cmで， 533は外固径が7.5 X 5. 7cm, 内周径

が5.9 X 4. 2cmである。他は復元して7.5 X 6.0cm位の大きさが多い。

第28表 貝輪諸訳 (1)

番 出土区 層
縦縦 横

備考 番 出土区 層
縦 横

備考
,に",- 外周径内1行］径 外周径休］周径 号 外周径内閻径 外周径内店）1斧

614 A-6 4 7. 2 5.8 5.8 4.0 640 B-6 4 長さ7.0 径不明

615 D-7 4 7. 5 5. 7 5.9 4.2 641 4 5. 5 3.5 2.4+a 1. 7+ a 

616 B-7 4 7.2+a 5.2+a 5.7 4.0 642 4 7 .1 5.8 

617 一般 4 5. 9+a 5.Z+a 6.2 4. 7 562 A-4 4 7.S+a 6.0+a 2.9+a 2.2+a 

618 B-3 4 7.3+a 5.9+a 5.8 4.2 644 4 6 l+a 5.3+a 2.2+a 1.7+a 

619 A-4 4 7 .0 5.3 4.3+a ふ3+a 645 4 5.6+a 4.0+a 2.S+a 2.l+a 

620 B-6 4 6.9+a 5.l+a 6.6 5.0 646 B-9 4 4.6+a 3.7+a 2.4-fa l.7-+a 

621 A-6 4 7.4 6.5 2.3+a 3.0+a 647 4 5.6+a 3.8+a 2.7+a 2.0+a 

622 B-5 4 8.0 6.8 5.1 +a 4.3+a 648 4 6.0+a 4.4+a 2.6a a l.9+a 

623 B-5 4 7 .2 5.6 4.Z+a 3.6+a 649 4 長さ7.0 径不明

624 B-6 4 長さ5.3 3.0+a 2.3+a 650 A-7 4 長さ7.0 径不明

625 • 般 4 長さ48 3.1 +a 2.3+a 651 A-4 4 5.S+a 4.5+a 2.9+a 2.1 +a 

626 A-4 4 4.6+a 4.Z+a 3.7+a 3.0+a 652 A-5 4 長さ4.8 径不明

627 一般 4 長さ 5.0 径不明 653 4 4. 9+ a 3.7+a l 9+a l.4+a 

628 A-4 4 5.0+a 4.3+a 2 5+a 1.7-l a 654 4 7.5+a 6.2+a 3.5+a 2. 7+a 

629 一般 4 長さ5.26.0+a 径不明 655 A-6 4 6.9+a 5.6+a 2.9+ a 2.0+a 

630 G-6 4 長さ7.2 5.5+a 3.3+a 2.6-a 656 4 長さ3.5 

631 A-6 4 長さ63 径不明 657 4 7 6+a 6.4+a 3.4+a 2.6+a 

632 一般 4 長さ6.3 ,, 658 4 8.Z+a 6. 7+a 3.9+a 3.9 I a 

633 A-7 4 7.6+a 7.1 +a 3.3+a 2.7+a 659 4 長さ5.8 径不明

634 B-7 4 6.6+a 6.0+a 3 1 +a 2 6-a 660 4 4.S+a 3.7+a 3.Z+a 2.4+ a 

635 B-6 4 長さ6,0 径不明 661 B-7 4 5.3+a 5.6+a 2.6+a 1. 7+a 

636 一般 4 長さ5.7 径不明 662 4 4.Z+a 3.0+a 2.7+a 2.0+ a 

637 A-4 4 長さ6.0 ク 663 4 長さ5.7 径不明

638 B-7 4 長さ6.3 ,, 664 B-6 4 長さ5.5 径不明

639 B-5 4 6.S+a 6.5+a 2.6+a l .9+a 665 A-2 4 長さ5.5 径不明
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第24表 貝輪諸訳 (2)

番 出上区 層
縦 怜し

備考 胃出土区 層
縦 楕！

備考
号 タト1/ili予 r'-1/Mff タトI,与lff r'、)），ヤIi予と タ}l/11Ii' 休JI古Jiを タU"1ii r'、ff/ili洛

666 B-6 4 5.8+a 4.6+a 2.3+a 1.8+ a 径不明 697 一般 4 長さ4.2 径不明

667 ー一般 4 長さ6.0 ，， 698 ， 4 長さ5.4 ~ 

668 B-6 4 長さ6.1 ク 699 ケ 4 長さ4.4 ,, 

669 B-7 4 長さ6.0 1/ 700 ‘ 4 長さ4.2 ，， 

670 A-6 4 長さ51 ，， 701 ，， 4 長さ5.2 ~ 

671 A-6 4 長さ5.2 ,, 702 ケ 4 長さ4.7 ,, 

591 一般 4 長さ5.1 ,, 703 A-6 4 長さ5.0 ケ

673 ,, 4 長さ7.3 ク 704 B-7 4 長さ5.1 ケ

6741 ,, 4 長さ 55 ク 705 一般 4 長さ3.7 ,, 

675 ， 4 長さ4.2 4ヽ 706 A-6 4 長さ4.1 ,, 

676 ,, 4 長さ4.6 ,, 707 B-6 4 長さ5.1 'l 

677 ,, 4 長さ4.5 ，， 708 A-4 4 長さ4.6 み・

678 ,, 4 長さ4,8 ,, 709 一般 4 長さ3.6 ,, 

679 ❖ 4 長さ5.0 ク 710 ,, 4 長さ2.9 ,, 

680 ， 4 長さ4.3 ク 711 B-6 4 長さ3.8 ,, 

681 ， 4 長さ5.0 ，， 712 A-6 4 長さ3.8 ,, 

682 ‘’ 4 長さ33 ，， 713 一般 4 長さ3.9 ク

683 ,, 4 長さ3.8 ケ 714 A-6 4 長さ5.3 ,, 

684 1、 4 長さ4.0 ,, 715 一般 4 長さ3.5 ク

685 ,, 4 長さ4.4 ,, 716 ，， 4 長さ4.4 ケ

686 ,, 4 長さ 3.4 ケ 717 ケ 4 長さ5.1 ,, 

687 ,, 4 長さ4.1 ,, 718 ,, 4 長さ5.1 ，， 

688 ，， 4 長さ 2.8 ,, 719 A~7 4 3.3+ a l.9+a 5 8+a 3.9+a 

689 
,, 4 長さ 3.2 ,, 720 A-2 4 4.3+a 3 !+a 7 .1 +a 5.0+a 

690 ,, 4 長さ 3.1 "' 721 B-7 4 4.7+a 2.8+a 6.4+a 6.2+a 4 

691 ,, 4 長さ4.3 ,, 722 A-7 4 4.l+a 2 7+a 5.7+a 4.2+ a 

692 ， 4 長さ3.3 ,, 723 一般 4 3 5+a 2 6--t a 4.9+a 3.4+a 

693 ケ 4 長さ4.1 ,, 724 B-6 4 3 .6+ a 2.5+a 6.3+a 4 l+a 

694 B-6 4 長さ5.1 /,, 725 一般 4 3.7+a 3.1 +a 4.7+a 3.1 +a 

695 A-5 4 長さ4.4 ク 726 A-6 4 3.2+a 2.5~a 4.5+a 2. 7+a 

696 一般 4 長さ4.1 & 727 一般 4 長さ5.7 
ゴホウラ
径不明
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3. 貝符状貝製品 (728-729)

この貝製品は土壊Aより出土しているぐ,728は 2.6X 4 .6cmの大ぎさ， l厚さは 0.5cmで大半は

欠損している。左右の縁は尖り， •辺は一部剥られている。裏側の研磨は粗く，表測の研磨は

良い。白色を呈し，コホウラ製品と考えられる 0 729は 4X 5 5cmの大きさ，摩さは0.95cmでJ.

半分は欠担している。全面研磨され•部剥られ突起状になっている。白色を望し，ゴホウラ製

品と考えられる。

これらは貝符に近い形態をしているので貝符状貝製品としだ 0

3. 垂飾品 (730-737)

730は 4.9XO. 9cmの大きさで，厚さは 0.2cmあり楕1月形を星し， 2枚貝で作られている。

731は 4X0.5cmの大きさで，厚さは0.25cmあり，尖端部は丸味をもち卜部は一部剥られている。

732は 2XO. 6cmの大きさで，原味は0.15cmである。形態は 731 と同•である。 733 はクロチョ

ウカイで作られたもので円孔は 3ヶ所みられる。大きさは 3X 7. 5cmで，肛さは 0.55cmある。

孔は 0.3-0.Zcmで向}jから穿孔されてし＼る u 734-736はマキガイを磨き，孔を開けている。

734はシマイボホラで両面磨かれている。 735はソデガイで両面窮かれている c 736はフデガイ

で片面磨かれている C 3点とも紐すれの跡はみあだらなし＼。 737はスイシガイ製品で 3ヶ所に

丸味をも＇）た突起部をつくり「寧にしあけている。用途は不明。

4. 貝鏃 (738)

ヤコウガイで作られた穿孔をもつ である。 2.1 X 1. 3cmの大ぎさで}'/.味は0.15cmである。穿

孔の大きさは径0.02cmで片方から穿孔している。

5. 螺蓋利器 (739・740)

これはヤコウカイの蓋である。 739は 8.5X7 ぷcmの大きさで/•f.味は 2cmである。ド隊が孤状

に剥かれている。 740は角状に剥かれ， 3辺の使用痕がみられるく）

6. 貝匙状貝製品 (741-747)

この貝製品は貝匙と言＾われているものである C 741へ 745は完成品が破損したもので貞珠/,fl

のみである。 746はまだ未完成品の破損部で貞珠層を出しだだ:tである。 747は沿形を整えた

だけで真珠層を出していない。 741はぎものの形につくり，中に穿孔しといる。大きさは 5.5

cmである。 742は穿孔のみで 4.7cmの大翌さである。前の 2つは上部で 662は中部である。大

きさは 6.1cmである。 744・745は下部で尖端はやや尖り気味の丸の形をしている。大彦さは，

5.5cmと5.4cmである。 746は中部で 7cmの大蓋さてある。外面に擦痕がみられる。 747は

9.8cmで上部は欠損している。

この製品は貝匙すなわちスプーンとしての用途が今まで考えられている。しかしこの製品は

ヤコウガイの外皮と内皮を剥ぎ真珠層のみを出して，丁＇艇につくられているので単なる u用食

料としては「寧すぎるのではないかと考えられる。むしろ呪術的なもので同分直ー氏が考えて

いる家文的なものの考えが強いと思われる。これは今後の研究課題の検討の一つと思われる。
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第m章遺跡の概要 長浜金久第1I遺跡．人工遺物
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第 111章遺跡の概要 長浜金久第 1l遺跡，人工遺物
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第m章遺跡の概要 長浜金久第11遺跡，人上遺物
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第m章遺跡の概要 長浜金久第II遺跡．人工遺物

/ 641 
639 

643 
~644 

り645
t 646 <:::::::::, 

647 

cJ 648 乙 649 650 

fl 

~651 
rfl 652 0 653 

rfl 10cm 

• - 11111 1 1 1 1 I 
第85図 長浜金久第 Il遺跡の貝製品(3)貝輪

-121-



第III瓶遺跡の概要
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第旧章遺跡の概要 長浜金久第1I遺跡．人工遺物
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第圃咽遺跡の概要 長浜金久第 II遺跡，人上遺物
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第皿章遺跡の概要 長浜金久第 1I遺跡，人工遺物
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第89図 長浜金久第 1I遺跡の貝製品(7)貝輪

7. その他の貝製品 (667-669)

667・668はイモガイを短冊形に切った状態で 7.6 X Z. 5cm, 7. 4 X 3. 2cmの大きさであり，未

成品と考えられる。 669はスイジガイの一部を切ったもので 8.8X 1.4cmの大きさで，一部擦痕

がみられて先端部は尖る。
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第111章遺跡の概要

こ-~~
727 

＿ 一ーーニフ一

~-vーロ29

長1兵金久第II遺跡，人工遺物

く、堪ぅじン

口~CJ
728 

八
口
口
)
'

＼：
30 

7
 

U
 

[

J

 

ー
'
|
ー
ー
）
，

73

_

_

 μ

2

 

-

3

 

Inロバ
)
_
7

" -R=-_@:-Qrn /
9
 

／
 

／， 

¥
o
/
-

／
プ

一

□

、1
/／

｛

[
 

J
 

ー．

［
 

737 

~ 

△ ~tfj 

735 

一

736 

（ 

740 
10cm 、

11111111I111l 

第90図 長浜金久第Il遺跡の貝製品(8)貝輪・垂飾品・貝鏃・螺蓋利器

-126-



第m爪遺跡0)概要 長砥金久第 II遺跡，人［遺物
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第1ll章遺跡の概要 長浜金久第Il遺跡，人工遺物

3. 石器 (751~758) 

1)研磨器

この石器は 5~ 7 cm大で， I厚さ 1~ 1.8cmの破岩質の扁平石で 8点出士した。幅 4~ 5mmの

溝が片面に 1~ 7条みられる。 751・762・764・765は両面に他は片面にみられる。この石器の

溝は貝殻を研磨したときに，生じたものと考えて実験を他の石で行なってみた。水を付けなが

ら磨擦して行くと，貝殻は研磨され，砂岩は溝が少しずつ深くなって，輻は 4~ 5mmの溝にな

った。

この溝は直線的にみえるが若干曲線状になっていることから，曲った物を研磨していると考

えられる。すなわち，貝輪等の縁の研磨をするための石器ではないかと思われる。本遺跡では

貝輪は 114点出土しているので，貝輪研磨器としての用途が考えられる。

第25表 研磨器諸訳

番号 出土区 層 法 鼠 重量 備考 番号 出士区 層 法 鼠 重鼠 備考

751 B-6 4 5.0X4 5Xl.0 24 g 溝 7本 755 一般 4 4.2X4 4X0.9 22 g 溝 3本

752 一般 4 4.4X3.1X0.7 19 g 溝 5本 756 A-6 4 4.7X4.0Xl.8 29 g 溝 3本

753 一般 4 5.3X3.2Xl.2 23 g 溝 4本 757 B-6 4 5.1X3.4X2.0 40 q 溝 2本

754 B-6 4 5.0X4.0Xl.l 24 Q 溝10本 758 B-6 4 7.1X5.1X0.8 64 q 溝 1本

2) タタキ石・凸石 (678-679) ・ 

678はタタキ石と凹石の両用石器である。 679はタタキ石である。

第26表 タタキ石・凹石諸訳

番号！出土区 I層 I 法 量 1 重量 II番号 1出土区 1層 I i去 最 重鼠

759 I B-5 11. 0 x 8 . 0 x 6 . 2 I 780g 760 I A-5 6. 7 X 6. 0 X 3. 5 190g 

4) 骨角器 (680~685)

骨角器は 6点出土した。 761は猪の排骨を利用したもので先端は尖らせている。 762ぱ猪の

排骨を利用したもので基部に 3,5cmの穿孔を施したもので全身が11cm, 径が 5mmの製品である。

これは針の一種で布に糸を通すために孔を開ける通孔具と思われる。穿孔は紐等をくくりつけ

る部分で紛失防止のためと考えられる。 763は長さ 7.9cm, 幅 1.9cm, 原味 4mmの三角形をし

たもので刺突具と考えられる。 764は長さ 10.3cm, 幅 2.4cm, 厄味 1.9cmで骨の曲りを利用し，

先端を尖らすように力 y卜している。ごれは刺突具と考えられる。 765・766は国分直ー氏によ

り教示された南方（台湾・華南地方）や，北欧に出上している原始的なつりばりである。 763

は長さ 4.9cm幅 8cm, 原味 2.5mmで両端が尖り，直行している。一方の先端部は欠損している

が完形に近い。 764は長さ 4.8cm, 幅 9mm, 厄さ 4mmで，両端は欠損している。若干曲り気味

である。 762は足中骨が手中骨。 763・764・765は大腿骨。 766はケイ骨を使用している。獣

はリュウキュウイノシシである。
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第川咲遺跡の概要 長毒金久第1I遺跡、人工遺物

751 

ーニ［ロ
乙 752

喜 □□
ロニニ〗

I 

こニニニ） 755 

□ (¥-0-
口

ロ
754 

756 

757 
758 

-゚--第92図 長浜金久第 II遺跡の石器実測図

10cm 

l 

-129-



第m章遺物の概要 長浜金久第Il遺跡．人工遺物
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第m章遺跡の概要

第 3節 長浜金久第皿遺跡の概要

1. 遺跡の概要

長浜令久第m遺跡の概要

第III遺跡は，第 II遺跡の南約 100mの所にある。標高は 9.9mで南北に長い砂丘の後面にあ

たる。後方地は小川が南北に流れ，湿地帯となっている。この遺跡は第 1次闊査では発見され

ておらず第1II次調査で確認した。

トレンチは東西に 5本入れた。その結果第 4トレンチで遺物を確認、し，第 5I、レンチを入れ

範囲を確認しだ。第94図はトレンチ配演図で，第 1トレンチが 2X 8 m, 第 2トレンチが 2X 

20m, 第 3トレンチが 2XlOm, 第 4トレンチが 2XlOmで，第 4・5 トレンチで表層の下，

第II層（深さ 20cm) で上器・貝殻等を出上した。また，県道の断面にも遺物がみえ， 2点の上

器を断面より採崖した。その結果，遺跡が道路側へ拡がることが確認、された。

2. 人工遺物

1) 土器 (767-772)

767は県道の断面より採集したもので，「l径25cmの甕形上脳である。口縁は「イ」字形の断

面で内側が舌状になっている。 765は第 4トレンチより出土したもので，口径23.7cmで「く」

字状に外反し， t下に孤状の連続文様を施している C 769-771は 5トレンチで出土したもの

である。769・771は厚昧のある脚台で， 770は）旱味のない脚台であり，甕形土器の底部である。底

径は 769が 5.5cm, 771は 5.6cm, 770は10.5cmである。 772は県道の断面より採鮨したもので

壺形七器の底部である。若干丸底気味の平底である。焼成は良くない。これらの土器は茶褐色

を足し，サンゴや細礫を含んでいる。

これらのi:諾の時期は，甕形士岱の口縁や，底部から考えると本遺跡は， 767・769・771の

弥生時代的な器形と， 768と 770の古墳時代的な器形があり，弥生後期から古墳時代にかけて

の時期と考えられる。

2) 螺蓋利器

2点出十．している。 1点は半円状に剥がれ， 1点は部分的に剥がれている。

なお本遺跡はトレンチ調査だけのため簡単に説明した。詳細は本謁査後に説明したい。

第4節近代塞の概要

1. 概要

G-59区に 2甚近代菓が検出された。これは第II次調査終了後，工事用道路の壁が砂丘の

ため風で崩れ—一部露出したため発見された。発見当時は，笠利町教育委員会で応急処賞をして

もらい，第1II次調査で調査したc

1号は輻50cm, 長さ80cm, 深さ 12cm (上部はすべて剥がれていた）の土壊に埋葬されていた。

供献品はキハ， クワ，ナベ，貝製のシャモシ，皿があった，人骨は女性であった。

2号は幅40cm, 長さ lmで，深さ 12cm(上部はすべて剥がれていた）の土塙に埋葬され，供

献品は茶碗， タバコ鉢，皿，チョコ，キセル，かやのつり金があった。また， シャツのボタン

（ヤコウガイ製）や， クギが出土した。
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第rn咲遺跡の概要 長浜金久第 II遺跡，｝＼丁:;墜物
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第III'・ド 遺跡の概要 :&i)'; 金久第 1]遺跡、 八工遺物
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第m咽 遺跡の概要 長浜金久第;rr遺跡， 入エ遺物
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第N箪まとめ 長浜金久第 1遺跡

第 N 章 まとめ

長浜金久遺跡は，第 l遺跡・第 1I遺跡・第11I遺跡，それに近世菓からなる砂丘遺跡である。

調査の結果， これらの遺跡は山手側より海側へ砂丘形成が，発達につれて生活地域が移り変る

状況が把握され，第 l遺跡は最も海側の砂丘で，古墳時代末期より平安時代前期にかけての遺

跡で，第1I遺跡は最も山手側の砂丘にあたり，縄文時代後期の遺跡であることが判明され，最

後に，第 l遺跡と第II遺跡の中間に位置する第11I遺跡が弥生後期より古墳時代相当の遺跡であ

ることが確認された。

なお遺跡は他にケシ遺跡・下山田遺跡・和野トフル蔭・泉）II遺跡等も遺跡の存在が再確認さ

れた。

長浜金久第 I遺跡

長浜金久第 l遺跡は現在残っていた3,600m'を全面記録保存調査を行った。その結果大械の貝

殻と土沿•石器・鉄器等が出士し，包合層が 3 枚確認された。 3 枚の包含層は放射性炭素測定

を行った結果卜部から第9層の 690土20B.P.Y. (絶対年代AD1240-1290), 第13層の 930士20

B.P.Y. (絶対年代AD1020-1050), 第19層の1120士20B.P.Y. (A D830-890) の年代が測定さ

れたっ

各層の内，間層が認められる部分においては第 9層には土器片は出士せず，第13・19層に土

器片が出土した。しかし，第13層は土器片 2点（細片で器形不明）と鉄器片 1点だけであった。

貝殻の出土状況としては，第 9 層• 第13層においてはブロノク状に貝殻狙中箇所がみられ，

第19層には貝殻巣中箇所と散乱箇所がみられた。貝殻集中箇所の附近には，ヤコウガイ製の貝

製容器や， シャコガイが検出されている所が目に付き，貝殻隼中箇所の中央部附近には焼貝，
、,11 

ならびに炭粉の拡がっていた。これらの様相から貝製容器は調理器としての可能性が高い況状

を得た。

また，有孔貝は紐通しがあった状況に出土し，紐を通して使用したことが伺えられた。そし

て．貝刈とか，螺貝製貝斧と呼ばれている貝器は本遺跡の分折の結果，敲打賠の類に属するもの
,,j: 2 

が妥¥]1である見解を得て螺蓋利器とした。

土器は弥生時代後期に設定されていた兼久式土器が主に出土した。しかし本遺跡で放射沖炭
,; U ,;H 

素測定の結果第19層1120士20R.P.Y. (絶対年代AD830-890) が測定され， 9世紀まで下るこ

とが考えられた。しかし．他に面縄第 l貝塚N層では1355土60B.P.Y. (絶対年代AD650), 第 2
百t5

アヤマル貝塚では1100士130B.P.Y.(絶対年代AD910) が測定されている。
,i I: 6 

本遺跡の兼久式上器の甕形土器は第 I 類から，第 V類まで分けられ，第 l 類• 第II類は面縄

第 l貝塚の第w層出土の類と同じで沈線文ならひに沈線文＋刻日突帯が付く士器である。この

類は兼久式土器の初期の段陪で 7世紀の所産と考えられる。第N類は本遺跡の放射‘性炭索測定

値に属すると思われる。 9世紀の所産と考えられ，突帯文に荒い大きな刻目と指圧で突帯をつ

ぶした士器類がみられる。第V類は突帯のみのもので器形的に口縁部が内傾している。アヤマ
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第W章まとめ 長浜金久第 I・II遺跡

ル第 II貝塚で10世紀の放射性炭素測定値が得られ， この土器の一部が第V類に類似している。

この第V類の土器は突帯に刻目が施されていない。

また無文土器も多く出土している e 無文土器は面縄第 I貝塚では第w層出土の土賠は口縁部

が外向し，第 II層出土のものは内向し，肩部が下がっている。本遺跡では口縁部が外向・直向
,;t: 7 

内向の 3 類がみとめられ，面縄第 l 貝塚の傾向によって無文土器の分類を行った c•

壺形土器も甕形土器と同様な分類を行った。ただ口縁部の傾向は第V類において口径が広く

なり，頸部が短い。

土師料においては甕形土器が10点出土している。 9世紀から 10性紀にかけての土器で内側に

ヘラケズリの痕がみられる。

黒色をした土器は，器形としては白磁の料形をしているc 両面が研磨され，胎土も黒色である。

時期不明である。

鉄器としてはヘラ状鉄製品が出土している。石器としては凹石・タタキ石・クガニイシが出

土している。

第 100図はこれらを分類を行ったものである。兼久式土器の前段階として，第21層より出土

した土器をあてた。この土器は沈線文土器で器形も異なっている。また第m遺跡の遺物は地形

ト．それ以前の土器と思われる。

長浜金久第1I遺跡

この遺跡は最も山手側の妙丘遺跡で，新砂丘と 1日砂丘に分けられている。縄文期と弥生期の

遺跡である。遺構としては，住居跡・炉跡・集石・土壊が旧砂丘にあり，埋葬人骨・土壊が新

砂丘に検出した。遺物出土状況としては1日砂丘上にあり急に｛頃斜し，最も低い標高 6mライン

では海岸にみられるサンゴや貝殻が磨耗した状態で出土したっ

住居跡は2.3X2m, 深さ 20~30cmの堅穴住居址で一部石囲いがみられた。炉跡は住居跡の西

に検出された。

また，埋葬人骨の時期推定は，新砂丘内にあり， この砂丘の層より外耳土器や小形の鉢が出
,it 8 

土したため弥生期の可能性が強い。

土器としては，本遺跡では I類から XI類まで出上した。これらは層位的に分けられない状態

で混貝士層の包含層に出土した。そのため器形・文様で分類し，今後の検討資料として本遺跡

の分類を試みた。第 101はその図で］期から W期にわたり各類の流れが考えられた。

第 I期

この土器は第ill・IX類にあたり，口縁部が山形肥原するタイプである。文様は押し引ぎ類似

の連点や沈線で施されている。胴部には文様は施されていない。これは面縄東洞式より ・時期
,,l: 9 

古いタイプと思われる。

第Il期

この土器は第 l類の土器である。胴部は不明であるが口縁部に押し引き文と折れ線文ならび

に折れ線区画文を施している。これは嘉徳 l式にあたりその中でも Aタイプに属すと思われる
, itlO 
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第N章まとめ 長浜金久第II遺跡

が，面縄東洞式の籠目文の延長上にあるもので折れ線区画があるため長浜金久 IIタイプに含

めた。

次の土器類が本遺跡の主体をなす時期である。文様としては押し引きではなく，刺突連続文

と鋸歯文を重ねた菫鋸歯文を施すのが特徴である。第 II 類の a~e のバリェーションをもつ，

長浜金久タイプの土器である。これには窟徳工式Bも含まれる。
,:tll 

］類からの流れとしては a穎が考えられる。この類は口縁部に折れ線区画文とその区圃内

のすべてに刺突連続文を施し，胴部に重鋸歯文がある土悩である。 a類のあとにくるのが b類

で折れ線区画文内に刺突連続文を施さないものである。口縁部と胴部の文様構成は a類と同じ

である。 b類のあとにくるのが C • d類で， d類の折れ線区画文かなくなり，沈線と刺突連続

文と重鋸歯文の文様構成の土器類である。器形的には山形口縁部の高さが低くなっている。 C

d類のあとにくるのが e類で， c-d類の沈線が消えて刺突連続文と重鋸歯文の組み合せである c

カーボン測定結果の3100士20B.P.Y. はこの第 II期が妥当であろう。

第m期

この土器は e類のあとにくる重鋸歯文のみの土器である。 （第W類）

第N期

二の第N期の土器は第m期の第1¥「類の菫鋸歯文が変化したと考えられる文様をもつ。文様の

沈線は細<, 7~8 本の沈線を縦・横・斜に施している。口縁部は平坦である。

第V期

この第V期の土器は第N顆で沈線がやや太く荒い 3 そして口縁部に突幣が付き，文様は第

N類の影磐が考えられる。

第VI期

この第VI期の土器は第渭類で下に突帯が付き口縁部には沈線を施す。この土料は面縄両洞式

に属すると思われる。

以上が土器類の変化である。なおこの中で第 11期にみられる本遺跡の第 II類土器はバリェー

ションが豊富であるだめ，これまで言われてきた嘉徳 I式 Bをここでは，長浜金久タイプとし

て取り扱った。

出土土器の長浜金久タイプ（嘉徳 l式 Bを含む）は時期としては縄文時代後期と設定され放

射性炭素測定結果では， 3100士20B.P.Y. で後期後半の時期が考えられる。

また本遺跡では面縄西洞式も出土している。この土器は犬田布貝塚（大島郡伊仙町）では3170
, itl2 

士200B.P.Y, 2820士110B.P.Y. の結果がでている。ここでは炭素使用星が前項0.938gに対し，

後項の1.77g となっており，後項を使用した tlo 

第 101図は長浜金久 IIタイプ（嘉徳 I式 Bを含む）を中心として分類を試みた図である。

面縄東洞式の押し引き連続文は本遺跡に出土していない。
註13

第II期を本遺跡の長浜金久 IIタイプとした。これは折れ線区画文と重鋸歯文の組み合せ，な

らびに刺突連続文を施したものと，刺突連続文と重鋸歯文の組み合せをもつバリェーションの
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第N章まとめ
長浜金久第 II・ill遺跡

土器である。図では面縄東洞式からの流として， I・Ila-e類の分類を行った。

貝製品としては貝符状貝製品が出士している。これは面縄第 2貝塚や，犬田布貝塚でも出土
,，1:14 

している。考えかたとしては国分直•氏教示の「家文」的な取り方が良いと考えられる。

また‘ノデガイや， フテガイの貝製品は紐づれ穿が無く，垂飾品としても，どの様な形態のものか

不明である。ただ埋葬の中に 1点タケノコガイが出土しているため，貨重なものと考えられる。

考えかたとしては垂飾品の内でも「笛」的なものも考えられるが，今後の研究を竹ちたい。

他の垂飾品としては貝輪が 113本出土している。すべて破損品であり， 112本がオオッタノ

ム， 1本がコホウラ製である。破損品の内， 2本が接合により完形になった。これだけの破損品

があることから本遺跡は貝輪のエ房も考えられる c

石器としては研磨器が 8点出土し，貝輪工房としても十分考えられる。
,il:16 

骨角器の中ではつりばりが注目される。本遺跡では2点であるが今後資料が増えると思、われる，9

註17

埋葬人骨は弥生期のもので同層に外耳土器が出土しだので中期以後のものと考えられる c

長浜金久第皿遺跡

第1Il遺跡は古墳時代が中心と考えられる遺跡であるが試掘にとどまった、ヘ

近世塞

近世人骨は 2葬出土し，昭和初期としてあつかった。

以上，長浜金久遺跡の要点を上げた。詳細は本文中に記載した。

参参考文献

註 1. 木下尚子 「貝製容器小考」南島考古No.7 1981 

2. 三島格 「螺蓋製貝 について」賀 夫還暦記念論文集 19

3. 河口貞徳他「サウチ遺跡」笠利町教育委員会 1978 

4. 河口貞徳 「奄美における土器文化の編年について」鹿児島考古 9号 1974 

5 . 牛ノ浜修他「面縄第 1. 第 2貝塚」伊仙町教育委員会 1983 

6. 池畑耕一他 「あやまる第 2貝塚」笠利町教育委員会 1984 

7. 5と同じ

8. 3と同じ

9. 4と同じ

10. 4と同じ

11. 4と同じ

12. 吉永正史他 「犬田布貝塚」伊仙町教育委員会
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I遺跡の分類図
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図版 1

▼ 

益

長浜金久遺跡全景

長浜金久第 I遺跡近景
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図版 2
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長浜金久第 I遺跡調査風景

長浜金久第 I遺跡調査風景
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長浜金久第 I遺跡地層断面

長浜金久第 I遺跡地層断面
;「硲 邸』．し:"""""I""塁 """WIJ' W~ぷ血叫猿
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図版 3



図版 4

長浜金久第 I遺跡第19層出土状況

長浜金久第 I遺跡第19層出土状況
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長浜金久第 I遺跡出土状況（頂上部）

長浜金久第 I遺跡出土状況（頂上部）
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図版 5



図版6

長浜金久第 I遺跡出土状況

長浜金久第 I遺跡出土状況
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長浜金久第 I遺跡出土状況（第19層）

長浜金久第 I遺跡出土状況（第13層）
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図版 8
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長浜金久第 I遺跡出土状況（第19層）
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図版 9

長浜金久第 1遺跡有孔貝出土状況

長浜金久第 1遺跡穿孔貝出土状況

日

-151-



図版10
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長浜金久第 I遺跡螺蓋利器出土状況

長浜金久第 I遺跡焼跡
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図版11

長浜金久第 1遺跡土器出土状況

長浜金久第 I遺跡土器出土状況
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図版12

長浜金久第 1遺跡土器出土状況
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